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遠
藤
隆
士
口
「
漢
文
日
記
」
に
つ
い
て

（上）

『
過
眼
則
録
』
第
三
十
八
冊
｜
｜

町

田

良ド

は
じ
め
に

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
に
か
け
て
わ
が
国
の
思
想
・
教
育
界
に
絶
大
な
業
績
を
遺
し
た
遠
藤
隆
士
口
（
一
八
七
四
J
一
九
四
六
）
の
生
涯

に
関
し
て
は
、
す
で
に
蝦
名
賢
三
『
遠
藤
隆
吉
伝
｜
巣
園
の
父
、
そ
の
思
想
と
生
涯
」
（
西
図
書
店
）
及
び
拙
稿
『
遠
藤
隆
吉
覚
書
』
（
九
大
哲

学
年
報
必
輯
）
に
精
し
い
。
か
れ
は
昭
和
十
年
こ
ろ
か
ら
半
紙
二
つ
折
り
の
「
巣
園
用
紙
」
に
の
び
や
か
な
筆
で
全
て
漢
文
に
よ
る
日
々
の
記

録
『
過
眼
則
録
』
四
十
冊
を
書
き
残
し
て
い
た
。
当
時
の
政
治
・
社
会
状
況
か
ら
日
常
の
些
事
に
至
る
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
貴
重
な
資
料
で

あ
っ
た
が
一
部
は
昭
和
二
十
年
の
東
京
大
空
襲
で
焼
失
し
、
一
部
は
戦
後
の
混
乱
の
中
で
失
わ
れ
、
現
存
す
る
も
の
は
僅
か
に
第
十
冊
（
昭
和

十
三
年
五
月
十
六
日
J
七
月
十
三
日
）
第
二
十
八
冊
（
昭
和
十
七
年
六
月
八
日
J
十
二
月
一
日
）
第
三
十
八
冊
（
昭
和
二
十
年
八
月
一
日
J
十

月
十
六
日
）
第
三
十
九
冊
（
昭
和
二
十
年
十
月
十
七
日
J
十
二
月
三
十
一
日
）
第
四
十
冊
（
昭
和
二
十
一
年
一
月
一
日
J
二
月
一
日
）
の
五
冊

の
み
で
、
こ
れ
も
現
巣
鴨
学
園
理
事
長
堀
内
政
三
氏
が
戦
後
の
混
乱
期
に
い
ま
に
も
廃
棄
さ
れ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
を
見
出
し
丁
重
に
保
管
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

以
下
に
は
第
三
十
八

1
四
十
の
最
晩
年
の
白
記
を
書
き
下
ろ
し
文
と
し
て
掲
げ
た
。
こ
の
時
七
十
二
才
。
当
時
か
れ
が
作
り
あ
げ
た
巣
鴨
学

園
は
、
中
学
も
経
専
も
東
京
大
空
襲
で
全
て
焼
失
し
て
い
た
。
津
田
沼
に
半
ば
隠
棲
し
て
い
た
か
れ
に
と
っ
て
は
、
学
園
再
建
が
急
務
で
あ
っ

た
。
重
い
課
題
で
あ
っ
た
。

五



五

起
八
月
一
日
（
二
十
年
）

過
眼
則
録

第
三
十
八
冊

八
月
一
日

T
｝

冷
気
な
お
減
せ
ず
。
将
に
秋
に
入
ら
ん
と
す
る
な
り
。
鵬
踊
前
庭
に
紅
な
り
。
唐
茄
腐
朽
し
、
玉
葡
黍
未
だ
熟

せ
ず
し
て
葉
黄
色
を
帯
ぶ
。
梨
子
一
頼
を
留
め
ず
。
西
瓜
悉
く
蔓
を
辞
す
と
云
う
。
今
朝
、
余
観
衣
に
外
套
を
被
る
。
億
、
今
年
は
何
の

と

砂

い

り

喰

う

ず

歳
ぞ
や
。
数
百
年
来
こ
れ
有
る
を
聞
か
ぎ
る
な
り
。
昨
日
、
午
下
、
鋪
鰹
功
（
2
）
を
止
む
。
龍
頭
を
捻
ず
る
に
止
ま
る
伎
な
し
。
今
日
繕

修
家
殆
ん
ど
こ
れ
あ
る
な
し
、
嵯
呼
。
育
像
、
石
室
階
上
の
壁
を
穿
ち
、
梁
の
孔
を
貫
く
。
平
（
山
）
生
、
長
原
に
使
い
し
、
明
〔
S
｝及

び
余
の
薬
餌
を
購
う
。
又
石
井
修
三
（
4
）
を
訪
ね
し
む
。
郵
便
局
長
来
る
。
山
町
払
げ
の
乳
を
呈
す
。
又
羽
成
石
匠
の
電
を
托
寄
す
。
泰
子
（
5
）、

か

な

い

弘
子
を
伴
い
て
来
る
。
斉
氏
（
6
）
多
弁
に
し
て
普
く
人
を
噸
る
。
巾
櫛
人
｛
7
｝
泣
く
。
此
の
日
始
め
て
玉
葡
黍
一
一
幹
を
採
る
。
未
だ
熟
せ
ず
。

此
の
日
午
後
、
暑
気
大
い
に
張
る
。

一
一
日
晴
明
鏡
院
（
旦
の
祥
月
命
日
な
り
。
実
献
の
物
な
き
を
悲
し
む
。
昨
夜
、
空
襲
警
報
。
起
き
出
で
て
村
農
の
家
に
就
き
、

ラ

タ

オ

お

わ

控
地
奥
を
聴
く
に
、
川
崎
を
襲
撃
す
る
者
の
如
し
。
蓋
し
午
に
し
て
寝
に
就
く
。
泰
子
報
じ
て
日
く
、
了
れ
り
と
。
朝
、
泰
子
帰
り
去
る
。

暑
気
張
る
。
此
の
目
、
身
体
の
硬
直
す
る
こ
と
尋
常
に
非
ざ
る
な
り
。
斉
氏
の
言
、
往
々
に
し
て
人
の
意
に
触
る
。
不
快
な
る
こ
と
甚
し
。

て
ん
じ
よ
ラ

三
日
晴
暑
威
大
い
に
張
る
。
弘
子
来
り
て
明
の
病
を
看
る
。
青
像
・
村
農
、
墨
を
藻
井
の
裏
に
積
む
。
子
瀧
（
旦
・
子
清
（
m）
来
る
。

ま
ち

子
瀧
言
う
、
某
を
教
授
と
為
す
こ
と
如
何
と
。
先
に
辞
去
す
。
子
清
、
布
団
家
を
待
し
て
来
る
。
赤
羽
坊
の
高
橋
氏
、
子
清
を
介
す
。
人

を
し
て
布
団
を
搬
ぴ
来
る
こ
と
二
十
枚
、
蚊
張
三
張
。
子
清
辞
去
す
。
朝
、
水
沢
伍
長
来
る
。
領
書
を
付
し
て
薯
三
俵
を
乞
う
。
伍
長
唯
々

晴

と
し
て
退
去
す
。
午
後
下
痢
。



暑
張
る
。
昨
日
、
正
秋
（
旦
印
章
二
個
を
費
す
。

と
日
う
。
併
せ
て
金
二
百
六
園
。
朝
、
斉
氏
、
黒
津
を
遺
る
。
平
（
山
）
生
を
し
て
田
博
士
（
ぎ
に
使
い
し
、
其
の
来
診
を
乞
わ
し
む
。

又
青
僚
を
泰
子
に
使
い
し
、
村
農
を
巣
鴨
に
使
い
せ
し
む
。
午
、
田
博
士
・
澄
子
来
る
。
震
及
び
泰
子
、
余
を
見
ず
。
近
藤
等
も
亦
た
来

る
。
平
（
山
）
生
帰
り
来
り
、
二
三
日
の
暇
を
乞
い
以
て
そ
の
身
を
養
わ
ん
と
。
之
を
允
す
。
明
、
切
に
苦
悩
を
訴
う
。
辰
を
過
ぎ
る
こ

と
半
錦
、
終
に
絶
命
す
。
余
臨
終
の
下
に
会
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
動
顕
し
て
倒
れ
、
肋
骨
及
び
管
、
啓
を
傷
つ
く
。
曜
、
明
は
脳
髄
明
敏

四
日

晴

一
は
大
に
し
て
巣
鴨
学
園
と
日
い
、

一
は
小
に
し
て
巣
鴨
学
園
総
裁
印

な
る
こ
と
人
に
過
ぐ
。
惟
だ
憾
む
ら
く
は
家
庭
夜
三
更
に
し
て
客
を
会
し
飲
食
す
。
明
も
亦
た
為
に
感
化
し
、
終
に
大
患
を
致
す
。
昨
年
、

余
病
院
に
在
り
、
田
博
士
・
正
秋
・
子
成
等
に
蝿
し
て
、
病
院
に
入
ら
し
め
、
気
胸
療
法
を
行
わ
し
む
。
明
、
入
院
す
る
こ
と
三
十
日
、

余
に
告
げ
ず
し
て
退
院
せ
り
。
余
又
何
を
か
言
わ
ん
、
唯
だ
そ
の
死
に
臨
み
て
襖
悩
の
状
を
視
る
に
、
誠
に
欄
れ
む
べ
き
な
り
。
此
の
日
、

直
竹
来
る
。

五

日

晴

青
像
を
田
博
士
に
使
い
す
。
村
農
・
黒
信
、
奔
走
し
て
頗
る
力
め
り
。
埋
葬
許
可
証
の
事
、
（
黒
）
信
主
と
し
て
之
に
当

遠藤隆吉「漢文日記」について（上）

る
。
火
葬
場
の
事
、
村
農
之
に
当
る
。
（
青
）
像
は
則
ち
棺
を
造
る
。
夕
、
納
棺
す
。

六
日
晴
暑
愈
い
よ
張
る
。
空
襲
た
だ
近
き
に
至
る
。
澄
子
・
泰
子
帰
京
。
巾
櫛
人
、
加
津
女
・
青
僚
の
艇
を
伴
い
、
大
久
保
に
か

き
、
豆
腐
及
び
糟
粕
を
領
し
て
帰
る
。
二
気
〔
羽
｝
、
大
沢
大
尉
と
相
語
り
、
酒
を
乞
う
。
午
に
垂
ん
と
し
て
、
震
、
遺
骸
を
奉
じ
て
帰
る
。

此
れ
よ
り
先
き
澄
子
・
泰
子
、
行
季
を
携
い
て
辞
去
す
。
午
下
、
空
気
蒸
す
が
如
し
。
余
は
石
室
の
二
階
に
在
り
。
是
を
以
て
精
や
涼
し
。

斉
氏
、
悪
口
雑
言
し
て
余
を
罵
り
て
己
ま
ず
。
余
、
黒
津
・
信
を
召
し
て
某
事
を
語
る
。
車
同
僚
の
婦
ら
皆
な
そ
の
荒
誕
を
吸
う
。
之
を
聞

き
斉
氏
、
黒
・
鎗
に
説
き
て
日
く
、
初
め
津
田
沼
の
地
を
買
う
に
、
田
村
老
人
の
功
多
き
に
居
る
。
然
る
に
思
を
忘
れ
て
顧
み
る
依
な
し

と
。
余
日
く
、
余
田
村
老
人
に
与
う
る
に
畝
四
百
九
十
七
坪
及
び
一
百
廿
坪
を
以
て
す
。
又
老
衰
し
て
職
に
耐
え
ざ
る
の
後
二
年
徐
、
な

お
俸
を
給
せ
り
。
老
夫
人
固
く
辞
す
。
二
月
残
す
る
に
校
葬
を
以
て
僻
事
を
営
む
。
そ
の
子
秀
雄
君
、
深
く
以
て
徳
と
為
し
、
今
に
至
る

も
往
来
絶
え
ず
、
何
に
道
り
て
か
恩
を
忘
れ
ん
や
と
。
斉
氏
又
日
く
、
震
は
天
資
正
直
、
人
皆
之
を
信
ず
。
主
人
は
則
ち
公
私
混
合
、
人

五



五
四

献
を
信
ず
る
者
な
し
と
。
余
日
く
、
斉
氏
災
禍
以
後
、
自
ら
進
ん
で
会
計
課
長
と
な
り
、
金
銭
の
出
納
私
意
に
出
で
、
財
団
に
墾
ロ
せ
ぎ

る
こ
と
、
忘
の
至
り
な
り
。
近
ご
ろ
悶
博
士
之
を
戒
む
。
是
を
以
て
終
に
窮
策
を
案
じ
、
罪
を
余
に
帰
せ
ん
と
欲
す
る
耳
と
。
斉
氏
又
日

き

く
、
城
田
・
岡
本
・
主
人
・
震
の
四
人
、
校
金
を
分
取
せ
ん
と
す
。
震
、
肯
か
ず
。
城
問
、
震
の
歎
む
く
べ
か
ら
ざ
る
を
見
、
終
に
辞
職

す
云
云
と
。
余
日
く
、
嵯
、
是
れ
何
の
言
ぞ
や
。
余
、
岡
本
を
戒
め
て
日
く
、
阿
堵
の
物
｛
M
）
の
事
、
言
う
勿
れ
。
人
知
ら
ず
と
も
、
二

人
知
ら
ば
別
ち
世
皆
之
を
知
る
な
り
。
震
嘗
て
百
固
を
費
や
す
。
過
ぎ
た
る
は
及
ぶ
べ
か
ら
ず
、
再
び
す
る
勿
れ
と
。
事
情
此
の
如
し
。

城
田
何
を
か
知
ら
ん
、
之
を
知
る
者
は
岡
本
一
人
の
み
と
。
岡
本
も
亦
た
言
う
、
当
に
財
団
に
納
入
す
べ
き
な
り
と
。
百
情
此
の
如
し
。

斉
氏
の
妄
一
一
一
一
口
、
殆
ど
常
人
の
業
に
非
ず
。
出
牛
君
訪
ぬ
。

暑
気
張
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
秋
の
冷
気
既
に
草
木
の
間
に
催
す
。
梯
暁
起
き
て
薯
を
洗
う
。
熱
火
も
て
之
を
煮
る
。
馨
は

他
の
奇
な
け
れ
ど
も
、
但
だ
胡
瓜
は
軟
く
し
て
味
の
以
て
食
用
に
当
つ
べ
き
な
し
。
一
昨
日
、
幸
八
麦
一
俵
を
持
ち
来
り
、
牛
一
頭
に
交

換
せ
ん
こ
と
を
乞
う
。
之
を
允
す
。
宮
川
某
来
り
て
日
く
、
城
田
先
生
と
約
し
、
辰
を
期
し
て
此
に
会
せ
ん
と
。
既
に
し
て
子
清
来
り
、

某
と
布
団
を
数
う
。
凡
そ
一
百
三
十
枚
、
蚊
張
二
十
二
張
。
田
博
（
士
）
来
り
弔
う
。
張
替
一
郎
（
碕
｝
来
り
弔
う
。
子
清
日
く
、
昨
日
前

橋
に
至
り
、
空
襲
の
状
（
ぎ
を
視
察
す
。
神
明
城
を
訪
ね
、
令
姉
以
下
皆
蕃
な
し
。
姉
氏
の
翫
わ
れ
艇
が
眼
用
酎
を
費
す
。
余
嘗
て
之
を

欲
し
、
口
禁
ず
る
こ
と
克
わ
ず
、
一
顕
を
嘗
む
。
一
穎
を
各
々
子
清
・
巾
櫛
人
に
与
う
。
橋
本
氏
来
り
弔
う
。
夕
、
正
秋
来
り
弔
う
。
余

そ
の
無
事
を
祝
し
、
共
に
残
す
。
辞
去
す
。
膏
氏
、
張
替
氏
を
訪
ね
、
悪
口
雑
言
、
口
に
任
せ
て
出
ず
。
欄
れ
む
べ
き
か
な
。
此
の
目
、

試
み
に
薯
を
煮
る
。
森
内
氏
に
就
き
、
鰻
を
領
す
。

八
日
暗
雲
低
迷
、
大
暴
風
雨
、
将
に
至
ら
ん
と
す
。
凡
上
の
牡
丹
杏
、
味
忘
れ
難
く
、
饗
に
先
ち
て
一
頼
を
喫
す
。
蓋
し
果
実
は
身

の
衛
養
に
於
い
て
第
一
た
れ
ば
な
り
。
余
為
に
吾
が
約
を
変
じ
、
三
食
時
以
外
、
果
実
の
み
独
り
得
る
を
精
食
と
為
す
。
然
れ
ど
も
量
を

お
〈

過
ぐ
れ
ば
則
ち
身
に
害
あ
り
。
戒
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
朝
、
天
全
く
晴
る
。
増
淵
子
瀧
来
る
。
唐
茄
の
園
よ
り
産
す
る
伎
を
蹴
る
。
校
事

を
語
り
、
辞
去
す
。
水
沢
伍
長
来
り
て
日
く
、
枝
豆
を
献
ぜ
ん
と
欲
す
る
に
如
何
と
。
余
日
く
、
可
な
り
と
。
岡
本
子
直
（
立
来
り
、
共

七
日

晴



に
午
食
す
。
松
本
子
昇
来
り
弔
う
。
夕
、
空
襲
瞥
報
至
る
。
あ
た

暑
し
。
此
の
目
、
明
の
初
七
日
の
忌
に
丁
る
。
邸
内
の
関
係
者
来
り
て
厨
房
の
事
を
助
く
。
午
後
、
子
清
来
る
。
成
の
と

九
日

晴

き
席
を
設
け
、
関
係
者
を
招
き
て
供
養
す
。
席
に
即
く
者
、
橋
本
夫
人
・
斉
氏
・
子
清
・
震
・
黒
信
夫
妻
・
青
像
夫
妻
・
村
農
の
女
加
都
・

弘
子
。
蟹
の
油
妙
め
・
南
瓜
・
枝
豆
・
豆
腐
・
淡
汁
・
米
飯
に
藻
・
酒
・
炭
酸
水
・
麦
水
を
副
う
。
時
局
下
、
意
の
如
く
す
る
を
許
さ
ず
。

と
け
い

斡
旋
し
て
僅
か
に
此
の
少
し
許
の
も
の
を
得
た
る
な
り
。
子
散
・
震
泊
る
。
宅
間
君
来
り
て
、
銭
鰹
を
費
す
。
乃
ち
余
の
托
し
て
以
て
繕

修
す
る
依
の
も
の
な
り
。
日
く
、
銀
経
匠
、
僕
の
為
に
急
ぎ
此
の
業
を
作
す
。
且
つ
日
く
、
良
経
は
得
難
き
の
物
、
特
に
破
璃
は
再
び
し

難
し
。
先
生
の
愛
用
す
る
を
可
と
為
す
と
。
君
、
併
の
た
め
に
焼
香
し
て
か
る
。
日
露
開
戦
を
聞
く
（
凶
）
。

十

日

晴

斉
氏
・
震
、
遺
骸
を
奉
じ
て
行
る
。
黒
鎗
・
青
像
送
り
て
東
京
に
到
る
。
村
農
相
を
搬
び
て
張
替
氏
に
至
る
。
斉
氏
将
に
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一
首
を
賦
し
て
回
く
、
鳴
呼
、
快
な
る
哉
快
な

ゆ
た
か

る
哉
、
天
地
の
問
、
此
の
心
体
、
大
に
し
て
動
か
ざ
る
こ
と
山
の
如
し
。
家
の
富
む
を
念
う
こ
と
勿
く
、
秋
の
鏡
さ
を
楽
し
む
勿
し
。
一

た

矩
に
し
て
滅
し
、
一
弾
に
し
て
消
ゆ
。
消
え
ざ
る
者
は
麹
だ
此
の
心
、
縛
々
と
し
て
徐
裕
あ
り
。
天
地
と
一
な
る
べ
く
、
天
地
と
歩
む
ベ

し
。
鳴
呼
、
快
な
る
哉
快
な
る
哉
。
孤
軍
奮
闘
侍
む
依
な
し
。
拳
を
握
り
案
を
叩
き
起
ち
て
歌
う
。
全
身
全
霊
沸
き
て
巳
ま
ず
。
露
西
亜

と
き

既
に
背
く
、
孤
軍
奮
闘
、
男
児
の
力
を
致
す
は
、
唯
だ
此
の
秋
を
快
と
為
す
。

去
ら
ん
と
し
て
、
悪
罵
瑚
笑
、
口
を
突
い
て
出
ず
。
そ
の
暴
戻
昌
一
一
回
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

村
山
・
青
木
・
黒
津
三
家
の
人
を
会
し
、
布
団
各
々
三
枚
を
頒
ち
与
う
。
田
窪
氏
を
訪
い
、
そ
の
側
室
氏
の
慈
の

亡
を
弔
い
、
二
十
金
を
隠
す
。
行
き
て
平
山
生
の
病
を
視
る
。
又
行
き
て
森
口
氏
を
訪
い
、
十
九
枚
を
呈
す
。
叫
川
字
以
て
そ
の
常
に
鮮
を

遣
れ
る
を
謝
す
。
女
氏
不
在
、
母
堂
応
接
す
る
こ
と
頗
る
丁
寧
な
り
。
又
行
き
て
張
替
氏
を
訪
ね
、
拾
九
枚
を
呈
し
、
そ
の
厚
意
を
謝
す
。

そ
の
婦
采
他
五
本
を
遺
る
。
警
報
至
り
、
急
ぎ
帰
る
。
暑
甚
し
。
雷
雨
。あ
た

十
二
日
晴
昨
夜
警
報
頻
り
に
至
る
も
、
睡
魔
襲
い
て
起
つ
こ
と
克
わ
ず
。
此
の
朝
、
一
粒
の
米
な
し
。
唐
茄
・
水
飴
を
以
て
飯
に

一
昨
日
、
斉
氏
悉
く
米
を
盗
み
て
去
る
な
り
。
九
一
部
隊
（
羽
）
農
耕
班
長
水
沢
伍
長
、
兵
を
し
て
薯
三
俵
を
遺
ら
し
む
。
約
に
従

晴

十

日

朝

代
う
。

五
五



五
六

え
る
な
り
。
又
枝
豆
二
束
を
贈
ら
る
。

暁
に
空
襲
警
報
至
る
。
停
電
し
、
情
報
を
得
ず
。
土
橋
某
来
る
。
畑
草
を
呈
し
、
以
て
過
日
の
牛
麦
交
換
の
任
に
当
た

む
か
ゆ
う

る
の
謝
と
為
す
。
二
三
日
来
、
五
鋪
程
蘇
ね
て
嬉
め
、
則
ち
睡
に
着
く
こ
と
能
わ
ざ
る
や
二
三
鍋
程
に
し
て
後
無
何
有
の
郷
に
入
る
。
是

な
ん
な

れ
憂
い
の
為
な
り
。
黒
・
僚
を
招
き
て
、
一
梱
を
托
し
、
以
て
権
災
に
備
う
。
梱
中
は
衣
類
数
点
、
午
に
垂
ん
と
し
て
、
轟
然
た
る
音
響

つ

ん

ぎ

サ

イ

ダ

ー

お

き

家
を
揺
る
が
し
耳
を
努
く
。
畑
、
大
久
保
の
西
北
方
に
起
つ
。
防
空
濠
中
に
米
・
采
太
を
戴
む
。
此
の
目
、
終
日
疲
労
、
起
つ
克
わ
ず
。

試
み
に
温
蚤
を
挟
む
に
八
度
一
分
、
巾
櫛
入
下
熱
剤
を
薦
む
る
も
、
空
襲
に
て
濠
に
入
る
の
要
あ
る
を
以
て
、
暫
く
之
を
待
つ
。
夕
、
乃

十
三
日

曇

ち
之
を
服
す
。
一
錦
、
汗
の
発
す
る
こ
と
流
る
る
が
如
し
。
水
沢
伍
長
配
給
品
の
鮭
の
鋒
詰
及
び
茶
を
粛
す
。
平
山
生
長
原
に
て
薬
餌
を

あ

購
い
て
帰
る
。
余
祷
中
に
在
れ
ば
面
わ
ざ
る
な
り
。
此
の
日
空
襲
警
報
、
朝
よ
り
タ
に
至
る
こ
と
凡
そ
十
二
銭
。

な
る
も
日
曜
を
以
て
の
故
に
得
ず
。
昨
日
は
空
襲
を
以
て
の
故
に
得
ず
。
殆
ど
将
に
餓
死
せ
ん
と
す
る
な
り
。

一
昨
日
は
米
の
配
給
日

暁
に
警
戒
警
報
至
る
。
子
清
来
る
。
宮
川
氏
来
ら
ず
。
暗
雨
低
迷
、
風
雨
将
に
至
ら
ん
と
す
。
書
の
五
島
子
賞
よ
り
し

て
、
山
瀬
別
宅
の
事
、
名
久
田
青
年
学
校
長
、
野
上
滋
治
氏
に
嘱
す
と
。
且
つ
日
く
、
生
家
は
山
瀬
と
相
去
る
こ
と
二
里
半
許
、
綿
貫
氏

十
四
日

曇

も
亦
た
相
距
た
る
こ
と
二
里
半
と
。
蓋
し
山
瀬
・
綿
貫
氏
相
近
き
な
り
。

十
五
日
晴

雲

天
日
を
蔽
う
。
樗
暑
甚
し
。
朝
警
報
至
る
。
伊
豆
一
等
兵
、
鯵
十
八
尾
を
賓
す
。
値
を
問
う
に
日
く
、
五
金
。
低

廉
な
る
こ
と
驚
く
べ
し
。
若
し
官
人
之
に
介
さ
ば
、
一
尾
値
十
固
な
ら
ん
。
平
山
生
東
京
に
使
い
し
、
ま
さ
に
区
役
所
を
訪
う
。
戸
籍
謄

タ

オ

本
、
印
鑑
謹
明
書
を
嘱
す
。
午
、
控
地
奥
に
集
い
、
詔
蓄
を
拝
聴
す
。
憶
々
悲
し
い
哉
、
痛
ま
し
き
哉
。
五
回
等
既
に
帝
国
の
自
由
民
に
非

ず
し
て
乃
ち
英
米
司
配
下
の
民
な
り
。
文
何
ぞ
言
わ
ん
又
何
ぞ
言
わ
ん
。
憶
々
。
鈴
木
貫
何
を
か
為
さ
ん
、
平
沼
鋲
何
を
か
為
さ
ん
。
嘘
々
。

斉
氏
来
り
、
方
慮
を
問
う
も
答
え
ず
。
歌
六
君
訪
ね
泊
る
。

十
六
日

半
ば
晴
半
ば
陰

朝
、
半
島
部
隊
幹
部
室
を
訪
い
、
園
見
小
尉
・
守
屋
中
尉
ら
と
相
い
話
す
。
皆
寵
然
と
し
て
為
す
伎
を
知

ら
ず
。
唯
だ
半
島
の
兵
独
立
国
民
た
る
を
喜
び
、
所
在
に
団
を
為
し
相
い
歓
ぶ
。
斉
氏
午
食
後
辞
去
す
。
巾
櫛
人
を
船
橋
に
遺
り
、
阿
堵
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の
物
を
領
せ
し
む
。
局
長
山
口
氏
来
り
、
乳
を
乞
う
。
女
人
に
命
じ
て
之
を
与
え
し
む
。

B
二
十
九
又
来
る
。

一
昨
夜
、
阿
南
陸
相
自
刃
。

今
日
の
新
聞
紙
に
見
ゆ
。
鳴
呼
、
恥
を
知
る
者
は
独
り
阿
南
の
み
か
。
重
光
某
は
嘗
て
外
務
大
臣
と
な
り
、
切
り
に
露
国
の
侍
む
べ
き
を

言
え
り
。
此
に
至
り
て
勅
選
貴
族
院
議
員
鈴
木
貫
太
郎
及
び
其
の
閣
僚
、
骸
骨
を
乞
う
。
朝
、
歌
六
君
辞
去
す
。
由
子
送
り
て
津
田
沼
釈

に
至
る
。
里
山
信
鶏
卵
二
穎
を
購
い
て
来
る
。
巾
櫛
人
船
橋
よ
り
帰
り
、
某
女
人
を
携
え
来
り
て
日
く
、
妾
此
の
人
に
船
橋
に
て
逢
え
り
。

み
ち途
み
ち
聞
く
に
大
久
保
に
来
り
、
山
野
井
氏
を
訪
ね
、
物
々
交
換
す
る
を
得
た
り
。
そ
の
持
つ
依
を
問
わ
ば
、
則
ち
日
く
蜜
・
砂
糖
と
。

是
れ
先
生
の
曙
む
所
、
ゆ
え
に
携
え
来
れ
り
と
。
余
引
見
す
る
に
果
し
て
之
を
持
つ
。
且
っ
そ
の
人
と
為
り
卑
し
か
ら
ず
。
乃
ち
米
麦
馬

鈴
薯
等
を
出
し
て
之
に
与
う
。
前
に
人
参
豆
等
を
呈
す
れ
ば
、
其
の
人
喜
び
て
蜜
及
び
糖
を
置
き
て
行
る
。

十
七
日
曇

微
雨
衣
を
混
お
す
。
青
像
、
自
ら
秦
野
に
瀞
び
て
帰
り
、
鶏
卵
五
頼
を
恵
す
。
村
農
の
息
、
新
婦
を
妻
り
、
我
に
米
餅

及
び
卵
を
贈
る
。
子
瀧
来
り
て
臼
く
、
眼
を
患
い
て
外
出
す
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
今
日
に
至
る
と
。
久
潤
を
謝
し
て
校
事
を
語
る
。
子
清

も
亦
た
来
る
。
泰
子
来
る
。
午
、
肉
を
煮
、
子
清
・
泰
子
・
由
子
と
共
に
す
。
震
、
弘
子
と
共
に
来
る
。
之
を
同
じ
く
す
。
子
清
、
大
沢

大
尉
を
訪
い
、
辞
去
す
。
青
僚
に
命
じ
軍
牛
を
曳
き
て
来
ら
し
む
。
震
辞
去
す
。
黒
因
子
直
・
岡
本
子
直
・
善
次
来
る
。
岡
本
子
直
先
き

ひ
き

に
去
る
。
昨
夜
来
、
女
人
そ
の
夫
と
す
る
所
を
以
い
て
来
る
。
延
き
て
之
を
見
る
。
刺
を
示
し
て
臼
く
、
宮
本
善
一
郎
、
川
崎
市
果
糖
株

式
会
社
に
奉
職
す
と
。
相
い
歓
語
す
。
薯
・
茄
・
玉
葡
黍
な
ど
を
呈
す
。
君
日
く
、
家
を
此
の
漣
り
に
求
む
る
に
有
り
や
無
き
ゃ
と
。
余

乃
ち
大
久
保
家
の
夫
婦
に
見
わ
し
む
。
辞
去
す
。
夕
、
子
直
・
子
善
と
卓
を
囲
み
肉
を
煮
る
。
辞
去
す
。
果
糖
・
注
射
液
を
恵
す
。

十
八
日
曇
朝
戸
を
叩
く
者
あ
り
。
巾
櫛
人
の
将
に
那
光
教
聖
と
命
づ
け
ん
と
せ
し
者
見
ゆ
る
を
乞
い
て
日
く
、
僕
軍
隊
に
在
り
て
、

ひ

き

ゆ

る

示
字
に
宿
す
（
初
）
。
在
鮮
以
来
、
先
生
に
一
見
し
、
先
生
の
門
下
に
滋
ば
ん
と
欲
す
る
こ
と
尚
し
。
允
さ
る
れ
ば
幸
甚
な
り
。
昨
十
一
銭

た
た
ず

以
来
、
戸
前
に
イ
ん
で
先
生
に
見
え
ん
と
欲
す
と
。
余
日
く
、
余
は
半
島
の
子
弟
を
愛
す
。
爾
吾
が
室
に
来
ら
ん
と
欲
さ
ば
、
敢
て
拒
ま

ん
や
。
唯
だ
配
給
如
何
。
恐
ら
く
は
及
ぶ
能
わ
ざ
ら
ん
。
且
つ
余
が
許
に
来
ら
ば
、
雑
事
多
端
、
爾
能
く
耐
う
る
や
否
や
、
須
く
之
を
隊

長
に
諮
り
て
後
、
再
び
来
る
べ
し
と
。
教
聖
辞
去
す
。
そ
の
言
と
人
と
を
察
す
る
に
、
悪
意
な
き
者
に
似
た
り
。
且
つ
言
語
明
噺
、
態
度

五
七



五
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整
然
、
容
貌
端
正
に
し
て
鮮
人
中
稀
に
見
る
依
な
り
。
辞
す
る
に
臨
み
、
一
苔
を
托
す
。
余
唯
だ
之
を
疑
う
。
午
、
中
谷
君
来
る
。
午
食

を
饗
す
。
君
に
語
る
に
財
団
の
事
を
以
て
す
。
君
は
日
本
教
育
の
立
脚
地
と
日
本
歴
史
の
終
始
す
る
依
と
を
説
く
。
相
い
談
じ
相
い
泣
く
。

ぽ
た
も
ち

又
爵
を
舎
き
、
牡
丹
餅
を
作
り
て
之
を
饗
す
。
夕
、
辞
去
す
。
月
半
弦
、
中
天
に
在
り
。
日
未
だ
全
く
は
没
せ
ず
。
此
の
目
、
日
鉄
貨
車

ま
か

来
た
り
て
、
布
団
一
百
五
十
八
枚
、
綿
十
枚
、
蚊
張
二
十
張
を
搬
び
て
行
る
。
別
に
綿
四
枚
、
使
者
の
請
う
に
任
せ
て
之
を
与
う
。

十
九
日
晴
次
男
泰
二
（
包
の
命
日
な
り
。
香
華
を
集
し
て
以
て
そ
の
冥
福
を
祈
る
。
黒
信
、
八
十
八
農
｛
ぎ
の
婦
を
訪
い
て
日
く
、

明
朝
再
び
行
き
て
以
て
持
ち
帰
ら
ん
と
。
子
清
来
り
、
一
千
三
百
金
を
費
す
。
一
千
金
を
与
え
て
之
を
労
す
。
子
清
、
大
沢
大
尉
の
為
に

布
団
四
枚
を
乞
う
。
余
喜
ん
で
諾
し
、
且
つ
附
す
る
に
座
布
団
三
四
枚
を
以
て
す
。
黒
信
を
召
し
、
黄
昏
に
之
を
搬
ぴ
て
太
尉
を
訪
わ
し

む
。
子
清
辞
去
し
て
日
く
、
将
に
九
一
部
隊
を
訪
ね
ん
と
す
と
。
薄
曇
甚
し
。
温
蚤
八
十
九
度
。
此
の
日
始
め
て
甘
藷
を
食
す
。
糖
味
未

だ
濃
か
ら
ず
。

二

十

日

一

昨

日

、

採

り

来

り

灼

き

て

以

て

米

の

不

足

を

補

う

。

朝

食

後

空

腹

甚

し

け

れ

ば

、

乃

ち

つ

け

も

の

と

自
ら
蓋
を
出
し
、
青
僚
の
婦
の
遺
る
依
の
白
米
の
飯
を
摂
る
。
午
前
、
一
一
気
、
森
内
氏
よ
り
す
。
青
僚
を
使
わ
す
。
（
育
）
像
、
鰻
及
び

蟹
三
頭
を
賓
し
来
り
て
日
く
、
鰻
は
七
尾
に
て
値
五
十
金
、
蟹
は
則
ち
先
生
に
呈
す
と
。
巾
櫛
人
船
橋
に
赴
く
。
乃
ち
独
り
卓
に
即
く
。

た
ま舎
た
ま
岡
本
子
直
来
る
。
卓
を
共
に
し
蟹
を
食
す
。
子
直
深
く
之
を
珍
と
す
。
巾
櫛
人
も
亦
た
帰
り
来
り
。
聞
に
食
す
。
暑
甚
し
。
子
直

辞
去
す
。
黒
信
来
り
て
日
く
、
今
日
八
十
八
を
得
た
り
と
。
煙
草
十
本
を
与
え
て
之
を
労
す
。
且
つ
命
じ
て
鶏
卵
を
求
め
し
む
。
此
の
日
、

子
直
金
一
千
四
百
円
を
出
す
。
余
日
く
、
外
に
巣
工
会
あ
り
、
若
先
生
五
千
余
円
を
名
と
す
と
。
若
先
生
拒
み
て
離
さ
ざ
れ
ば
、
乞
う
先

生
自
ら
之
を
取
れ
と
。
余
日
く
、
可
な
り
と
。
子
直
辞
去
す
。
残
は
鰻
の
蒲
焼
卓
に
上
り
満
腹
す
。
平
山
生
帰
り
来
り
、
報
じ
て
日
く
、

債
券
相
場
未
だ
定
ま
ら
ず
、
売
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
。
夜
月
明
。

晴

玉
葡
黍
方
に
熟
す
。
昨
日
、

二
十
一
日
朝
快
車
に
乗
じ
て
東
京
に
赴
き
、
巣
鴨
に
至
り
て
教
員
会
に
臨
み
、
訓
示
す
る
依
あ
り
。
ま
た
生
徒
を
集
め
て
訓

示
す
。
斉
氏
快
車
を
見
、
悪
口
雑
言
、
明
の
為
に
之
を
悲
し
む
の
辞
を
弄
す
。
余
関
せ
ざ
る
な
り
。
文
部
省
を
訪
ね
、
管
理
課
長
に
面
し
、

晴
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経
専
移
転
｛
ぎ
の
事
を
依
嘱
す
。
学
士
会
館
に
到
り
、
丁
酉
会
に
韮
む
。
栗
木
博
士
、
三
輪
田
、
近
藤
、
八
回
、
香
原
、
太
田
、
吉
田
博

士
、
大
島
、
帆
足
、
法
貴
、
林
博
士
諸
人
、
畢
く
至
る
。
午
、
文
部
省
教
化
課
長
犬
丸
秀
雄
君
来
り
、
伯
林
の
情
状
を
談
ず
。
君
、
大
国

民
を
介
し
て
余
が
名
を
識
る
。
相
談
畢
る
。
理
事
会
は
、
会
す
る
者
少
く
し
て
、
以
て
流
会
と
為
る
。
斉
氏
暴
言
多
し
。
子
清
、
由
子
と

津
田
沼
に
来
る
。
家
に
帰
れ
ば
、
宮
本
夫
人
在
り
。
そ
の
乞
い
に
応
じ
て
麦
粉
・
小
豆
・
薯
・
南
瓜
等
を
与
う
。
高
橋
部
隊
牛
肉
を
遺
る
。

二
十
二
日
曇
雨
将
に
至
ら
ん
と
す
。
朝
及
び
午
、
肉
を
煮
て
食
す
。
藤
井
子
春
、
そ
の
児
を
携
え
て
来
る
。
昨
日
学
士
会
館
に
来

り
、
今
日
の
来
訪
を
約
せ
る
な
り
。
玉
葡
黍
及
び
麦
茶
・
唐
茄
を
饗
す
。
子
春
は
滋
賀
よ
り
来
り
、
米
五
升
を
携
う
る
も
、
官
は
衣
扶
の

aa 

換
う
べ
き
も
の
な
し
。
余
大
久
保
家
に
見
う
を
薦
め
、
巾
櫛
人
を
し
て
東
道
し
、
旦
つ
之
を
平
山
生
に
介
さ
し
む
。
雨
風
漸
く
至
る
。
タ

あ
つ
ま

に
至
り
て
益
々
甚
し
。
停
電
す
。
早
く
療
ぬ
。
天
誼
葬
り
至
る
。
是
れ
何
の
兆
ぞ
や
。

二
十
三
日
朝
風
な
お
息
ま
ず
。
石
室
の
屋
根
吹
き
飛
ば
さ
る
。
布
団
・
昼
散
乱
し
、
市
も
雨
な
お
至
ら
ん
と
欲
す
。
酸
と
謂
う
べ

き
な
り
。
像
、
青
、
農
村
及
び
そ
の
子
、
来
り
助
け
穴
を
埋
む
。
女
人
等
鞍
掌
し
て
布
団
を
曝
す
。
蓋
し
屋
根
吹
き
飛
び
、
そ
の
下
に
蔵

す
る
依
は
悉
く
鴇
潤
し
て
、
復
た
用
う
る
に
堪
え
ざ
る
も
の
少
な
か
ら
ず
。
遠
思
棲
詩
紗
一
冊
、
綴
り
を
割
き
毎
紙
之
を
曝
す
。
英
語
字

典
一
頁
ご
と
に
紙
片
を
挟
む
。
過
眼
則
録
三
十
七
冊
も
亦
た
糸
を
破
り
て
之
を
曝
す
。
庭
内
の
老
若
来
り
助
く
。
夕
、
酒
を
舎
き
て
之
を

労
す
。
平
（
山
）
生
を
し
て
文
政
府
を
訪
れ
、
申
請
書
を
監
理
課
長
に
示
さ
し
む
。
田
博
士
を
訪
い
、
且
つ
薬
を
三
河
薬
局
に
購
わ
し
む
。

午
後
乍
ち
雨
乍
ち
歌
む
。
急
ぎ
日
に
曝
せ
る
の
物
を
収
む
。
女
人
等
奔
走
し
頗
る
忙
し
。

二
十
四
日
新
（
聞
）
紙
、
進
駐
軍
は
二
十
五
日
を
以
て
厚
木
に
来
る
こ
と
を
伝
う
。
二
十
八
日
、
横
須
賀
に
来
る
と
。
官
令
し

て
日
く
、
軽
挙
す
る
勿
く
、
そ
の
業
に
安
ん
じ
、
外
人
の
要
む
る
依
は
、
必
ず
之
を
官
に
乞
い
、
以
て
私
に
断
ず
る
こ
と
勿
れ
云
云
と
。

平
（
山
）
生
東
京
に
使
し
高
商
（
笠
を
訪
ね
、
石
井
氏
に
面
し
、
そ
の
津
田
沼
に
来
ら
ん
こ
と
を
促
す
。
又
文
政
府
を
訪
い
、
文
子
清
を

訪
う
。
午
後
、
石
井
氏
来
る
。
命
ず
る
に
文
政
府
を
訪
う
の
事
を
以
て
す
。
一
一
気
、
子
滑
に
よ
り
て
日
く
、
牛
車
も
て
九
一
部
隊
に
来
れ

と
。
余
車
な
き
を
以
て
之
を
辞
す
。
子
清
日
く
云
云
。
平
（
山
）
生
帰
り
来
る
。
夕
、
清
氏
来
り
て
日
く
、
米
兵
上
陸
せ
ば
、
千
葉
地
方

晴

五
九



ノ、。

復
た
訪
ぬ
る
克
わ
ず
。
是
を
以
て
来
れ
り
と
。
泰
子
明
朝
来
り
、
そ
の
荷
物
を
搬
ば
ん
と
。
又
巾
櫛
人
に
命
じ
、
早
急
に
快
車
人
を
呼
び
、

且
つ
臼
わ
し
む
。
二
十
五
六
日
頃
、
荷
物
を
東
京
に
搬
ぶ
こ
と
、
先
日
快
車
人
と
約
せ
り
。
必
ず
来
れ
と
。
言
辞
来
ら
ず
と
言
う
に
似
れ

ば
、
則
ち
巾
櫛
人
鷲
を
罪
と
す
。
殆
ど
常
識
の
解
す
る
所
に
非
ぎ
る
な
り
。
富
永
君
来
る
。

鞍
雨
将
に
至
ら
ん
と
す
。
何
ぞ
天
の
不
恵
な
る
や
。
朝
飛
機
三
五
隊
を
為
し
て
南
方
よ
り
来
る
。
蓋
し
米
国
機
な
り
。

所
謂
る
超
低
空
飛
行
に
て
、
以
て
情
状
を
偵
察
す
る
な
り
。
斉
氏
奔
走
願
る
力
め
、
東
京
に
持
ち
帰
ら
ん
と
欲
し
て
、
班
長
に
乞
い
、
牛

え
き

乳
甘
藷
を
得
、
得
意
満
面
、
タ
姑
に
至
り
、
汽
車
の
通
ず
る
や
否
や
を
問
い
、
帰
り
来
れ
ば
急
逮
食
を
命
じ
、
搬
び
去
る
。
夜
雨
。
黒
信

二
十
五
日

雨

の
婦
西
瓜
を
遺
る
。
高
橋
隊
来
る
。

二
十
六
日
天
将
に
密
れ
ん
と
す
。
日
曜
日
。
昨
日
、
大
沢
大
尉
、
団
長
氏
を
道
び
き
て
来
り
て
日
く
、
土
地
建
物
は
悉
く
返
却
す
。

た麹
だ
牛
の
み
暫
く
之
を
待
て
と
。
辞
去
す
。
余
、
高
橋
隊
本
部
を
訪
れ
て
言
い
て
日
く
、
今
日
以
後
建
物
の
使
用
は
、
生
の
事
と
す
る
慮

に
し
て
足
下
の
責
に
属
す
。
足
下
之
を
官
に
諮
り
て
余
を
労
す
る
勿
れ
と
。
高
橋
隊
長
の
来
れ
る
は
、
是
が
為
の
故
な
り
。
新
（
聞
）
紙

議
報
し
て
云
う
、
大
風
将
に
西
土
を
襲
わ
ん
と
す
と
。
日
日
晴
れ
ず
雨
ふ
ら
ざ
る
は
是
が
為
の
放
な
り
。
午
後
、
班
長
氏
の
東
道
を
得
て
、

農
作
物
を
視
る
。
子
清
来
り
、
二
三
事
を
報
じ
、
辞
去
す
。
夜
億
う
依
あ
り
て
媒
ね
ら
れ
ず
。
此
の
目
、
高
橋
隊
長
某
軍
曹
を
遺
わ
し
、

九
月
上
旬
（
ま
で
）
の
滞
在
の
事
を
依
嘱
す
。
余
応
ぜ
ず
。

青
像
上
棟
す
。
村
農
父
子
之
を
助
く
。
人
有
り
、
余
が
境
地
に
入
り
て
牛
舎
を
壊
つ
。
（
青
）
僚
を
し
て
之
を

み
な

制
せ
し
む
。
黒
信
も
亦
た
会
し
、
謂
い
て
日
く
、
二
十
五
日
、
構
築
物
挙
遠
藤
先
生
に
返
せ
り
。
今
壊
つ
は
非
道
な
り
と
。
其
の
人
目
く
、

二
十
七
日

晴

風

伍
長
氏
余
に
与
え
、
余
之
を
受
く
と
。
（
黒
）
鎗
日
く
、
是
れ
伍
長
氏
の
物
に
非
ず
。
宣
之
を
人
に
与
う
る
を
得
ん
や
と
。
そ
の
人
巳
む

を
得
ず
し
て
去
る
。
巾
櫛
人
船
橋
に
赴
き
、
途
に
返
り
て
日
く
、
車
を
待
つ
に
来
ら
ず
、
幅
気
催
お
す
。
是
を
以
て
帰
り
来
れ
り
と
。
既

に
し
て
回
く
、
漸
ゃ
く
復
せ
り
と
。
噌
淵
子
瀧
、
そ
の
一
子
の
早
大
に
在
る
者
を
携
え
（
来
る
）
。
難
卵
五
頼
を
恵
す
。
日
く
、
今
日
文

お
も

政
府
を
訪
ぬ
。
文
政
府
の
人
、
移
転
す
べ
き
を
意
わ
ば
、
乃
ち
後
事
を
議
せ
ん
と
。
直
を
抱
き
食
拳
り
、

一
巡
し
て
行
る
。
日
く
、
明
朝



巣
鴨
に
往
き
て
石
井
氏
に
事
を
伝
え
令
を
発
せ
ん
と
。
午
後
、
高
橋
隊
副
官
某
中
尉
、

一
少
尉
と
来
り
、
砂
糖
・
澱
粉
及
び
酒
を
恵
し
、

延
期
を
乞
う
。
余
日
く
、
事
急
な
り
。
唯
足
下
之
を
急
と
せ
よ
と
。
夕
、
宮
本
夫
人
来
り
、
水
飴
及
び
防
睡
菓
を
恵
す
。
乃
ち
藷
・
玉
萄

黍
・
唐
茄
・
和
茄
・
愛
豆
等
を
呈
し
、
以
て
謝
と
為
す
。
此
の
夜
亦
た
停
電
。
平
（
山
）
生
葛
飾
に
赴
き
、
車
輸
を
繕
修
す
。

と
け
い

二
十
八
日
晴
風
宅
間
の
子
、
由
子
の
鉱
粧
を
持
ち
て
来
る
。
即
ち
余
過
ち
て
之
を
傷
つ
け
、
宅
間
君
に
托
し
、
繕
修
す
る
所
以

な
ん
じ

の
も
の
な
り
。
値
を
問
う
に
日
く
、
十
入
金
と
。
更
に
一
銭
経
を
托
し
て
言
い
て
回
く
、
屡
々
乃
の
父
を
煩
わ
せ
、
感
慨
に
勝
ゆ
る
な
し
。

大
い
に
之
を
海
恕
せ
よ
と
。
甘
藷
一
直
を
与
う
。
又
そ
の
住
（
居
）
の
小
岩
に
在
る
を
聞
き
、
直
と
室
一
と
を
托
し
て
、
以
て
小
高
氏
に
寄

す
。
辞
去
す
。
女
人
を
し
て
呼
び
返
ら
し
め
て
日
く
、
小
高
家
に
居
ら
ば
則
ち
そ
の
答
え
を
聞
き
、
若
し
割
愛
す
る
依
の
も
の
あ
ら
ば
領

し
て
来
れ
と
。
そ
の
子
唯
々
と
し
て
行
る
。
石
井
君
修
三
来
る
。
文
政
府
の
電
報
を
示
し
、
二
三
の
事
を
議
し
て
行
る
。
青
像
、
接
綿
土

少
し
許
を
田
久
保
氏
に
得
て
来
る
。
鉄
棒
を
石
に
箱
む
。
平
（
山
）
生
東
京
に
赴
く
。
巾
櫛
人
船
橋
に
赴
く
。
午
後
、
小
高
氏
の
使
者
来

り
、
接
綿
土
二
菖
を
費
す
。
又
布
団
を
乞
う
。
即
ち
八
枚
及
び
蚊
帳
二
張
を
呈
す
。
津
君
難
五
羽
を
費
す
。
三
羽
は
雛
な
り
。
乃
ち
去
月

持
ち
来
れ
る
も
の
と
生
時
を
同
じ
く
す
る
も
の
な
り
。
之
を
比
ぶ
る
に
頗
る
小
な
り
。
君
日
く
、
餌
食
足
ら
ざ
る
な
り
と
。

一
は
則
ち
食
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難

一
は
則
ち
病
難
な
り
。
値
を
問
う
に
臼
く
、
百
七
十
園
。
三
拾
園
を
呈
し
て
以
て
君
の
為
に
す
。
辞
去
す
。
巾
櫛
人
未
だ
帰
ら
ず
。

変
あ
る
を
慮
り
、
青
像
の
婦
を
し
て
船
橋
に
往
き
、
之
を
尋
ね
し
む
。
既
に
し
て
帰
り
来
り
て
日
く
、
電
車
来
ら
ず
、
是
を
以
て
後
れ
た

り
と
。
時
既
に
酉
を
過
ぐ
。
夕
、
子
清
来
る
。
武
千
金
を
与
え
、
以
て
学
校
移
転
の
労
を
謝
す
。

ラ

ク

オ

昨
日
来
投
地
奥
天
気
を
報
ず
。
人
皆
之
を
便
と
す
。
平
山
生
津
田
沼
役
場
を
訪
ね
、
印
鑑
謹
明
書
を
乞
う
。
午
下
、

二
十
九
日
、
晴

青
年
中
尉
来
り
て
日
く
、
僕
中
学
の
卒
業
（
生
）
な
り
、
僕
の
兄
野
島
も
亦
た
中
学
の
業
を
卒
う
と
。
余
喜
び
延
き
て
共
に
語
る
。
会
た

ま
立
田
教
諭
来
り
鼎
坐
歓
談
す
。

一
鉱
に
し
て
辞
去
す
。
教
諭
蜜
柑
の
鐘
二
及
び
鮪
鐘
を
恵
す
。
干
瓢
を
副
う
。

十
日

晴

紙
を
出
し
て
日
に
曝
す
。
先
日
雨
に
浸
さ
れ
し
も
の
な
り
。
平
（
山
）
生
東
京
へ
之
く
。
石
井
修
三
君
来
り
て
日
く
、

今
日
増
淵
氏
と
相
携
え
、
千
葉
豚
衝
を
訪
う
に
辰
を
期
す
。
今
既
に
辰
を
過
ぐ
る
も
氏
来
ら
ず
。
不
肖
独
り
往
か
ん
。
之
を
諒
せ
よ
と
。

ーノ、
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時
に
暑
甚
し
。
余
そ
の
労
を
慮
り
、
女
人
に
命
じ
て
藷
を
賓
し
、
以
て
行
厨
に
充
つ
。
君
日
く
、
若
し
亥
を
過
ぐ
れ
ば
直
ち
に
家
に
胸
痛
り
、

明
朝
訪
れ
ん
と
。
午
後
君
帰
り
来
り
、
事
の
成
る
次
第
を
報
じ
、
教
務
課
長
の
応
答
承
諾
の
状
を
説
く
。
余
喜
び
二
百
金
を
出
し
て
之
を

賞
し
之
を
労
と
す
。
君
辞
去
す
。
残
。
正
秋
来
り
、
注
射
剤
を
費
す
。
巾
櫛
人
の
供
設
頗
る
至
れ
り
。
托
し
て
糖
一
一
躍
を
姉
氏
に
寄
贈
す
。

余
の
喜
び
知
る
べ
き
な
り
。
正
秋
亦
た
日
く
、
祖
母
大
い
に
喜
べ
り
と
。
正
行
（
mm
）
辞
去
す
。
此
の
目
、
胡
朝
鮮
部
隊
（
幻
）
の
為
に
講
演
し
、

準
れ
ば
高
橋
中
佐
、
副
官
某
中
尉
来
り
て
余
の
労
を
謝
す
。
此
の
日
、
米
国
総
司
令
官
駄
伽
沙
厚
木
飛
行
場
に
来
る
。
米
兵
の
横
須
賀
に

上
陸
す
る
者
蓋
し
七
千
五
百
。

三
十
一
日

晴

風

先
の
賄
風
の
如
き
も
の
。
冷
な
る
こ
と
秋
の
如
し
。
秋
の
如
き
に
非
ざ
る
に
、
候
既
に
秋
に
入
れ
り
。
平
（
山
）

生
来
り
、
出
し
て
余
の
俸
及
び
家
賃
を
示
す
。
今
日
当
に
東
京
に
到
り
、
江
古
田
の
家
を
訪
い
家
賃
を
収
め
、
且
つ
位
地
奥
の
繕
修
の
成

れ
る
や
否
や
を
視
る
べ
し
と
。
青
信
（
お
）
屋
を
修
め
黒
信
之
を
助
く
。
雨
。
巾
櫛
人
、
樋
口
氏
を
訪
い
、
海
神
に
到
る
。
柳
井
己
酉
期
君
（
加
）

来
り
、
そ
の
郷
里
の
制
す
る
依
の
新
酪
一
升
を
贈
ら
る
。
君
は
日
本
古
学
に
通
じ
、
そ
の
宗
教
を
究
む
。

君
訪
う
。
是
れ
よ
り
先
き
、
余
、
子
清
に
嘱
し
て
、
口
の
財
団
に
在
る
を
謝
す
。
子
清
之
を
難
し
と
し
て
君
を
推
す
。
君
是
を
以
て
来
れ

る
な
り
。
巾
櫛
人
未
だ
帰
り
来
ら
ず
。
青
僚
の
婦
に
命
じ
て
食
を
供
せ
し
む
。
既
に
し
て
巾
櫛
人
帰
り
来
る
。
樋
口
夫
妻
及
び
児
良
彦
倶

に
す
。
中
谷
氏
辞
去
す
。
嘱
す
る
に
子
清
氏
に
嘱
す
る
伎
を
以
て
す
。
鳴
示
苦
烈
氏
及
び
保
鈍
（
却
二
瓶
を
恵
す
。
樋
口
夫
婦
梨
子
を
恵

一
銭
に
て
辞
去
す
。
中
谷
政
一

す
。
玉
萄
黍
、
甘
藷
及
び
蓋
を
供
す
。
愛
子
、
茄
子
、
瓜
、
玉
萄
黍
等
を
措
い
て
行
る
。
雨
。

九
月
朔
雨

た

停
電
な
れ
ば
投
地
奥
の
報
を
得
る
こ
と
克
わ
ず
。
此
の
日
、
当
に
教
員
会
を
聞
く
べ
き
な
り
。
麹
だ
雨
の
故
に
会
す
る

者
少
な
か
ら
ん
。
午
後
、
石
井
修
三
、
増
淵
、
坂
口
、
綿
貫
、
柳
井
、
黒
田
、
城
田
諸
氏
来
る
。
余
、
訓
示
し
て
後
、
爵
を
舎
く
。
タ
散

ず
。
経
専
移
り
来
る
。
是
を
以
て
諸
子
を
会
す
る
な
り
。
篤
子
の
書
河
口
よ
り
来
る
。

涼
し
。
平
（
山
）
生
投
地
奥
を
費
す
。
此
の
時
局
に
当
り
、
繕
修
し
了
る
は
驚
く
べ
き
な
り
。
命
じ
て
薬
を
長
原
三
河
薬

い
な

局
に
購
い
、
又
田
博
士
を
訪
い
明
の
死
亡
診
断
書
二
通
を
乞
わ
し
む
。
午
、
田
博
士
の
次
男
義
堂
君
来
り
、
平
（
山
）
生
を
見
る
や
不
や

二
日

曇



を
問
う
。
日
く
、
不
と
。
文
互
い
に
了
し
、
菅
を
披
い
て
蛸
を
喫
す
。
巾
櫛
人
玉
萄
黍
及
び
茄
子
を
携
え
採
る
。
此
の
日
、
停
戦
候
約
調

印
議
定
日
。

B
廿
九
伍
を
成
し
て
飛
朔
す
。
恰
も
群
鶴
の
天
に
舞
う
が
如
し
。
雨
将
に
至
ら
ん
と
す
。
青
像
屋
を
造
り
、
黒
信
之
を
助
く
。

西
宮
生
来
り
、
砂
糖
を
恵
す
。
幸
入
の
老
母
来
り
、
西
瓜
を
恵
す
。
四
五
日
来
、
多
く
藷
・
茄
子
・
玉
萄
黍
を
摂
り
て
米
を
食
わ
ず
。
唯

だ
虞
る
、
身
を
害
す
る
や
否
や
。
皆
目
く
、
沖
縄
の
人
米
食
せ
ず
、
常
に
甘
藷
を
摂
る
の
み
。
何
の
害
か
こ
れ
有
ら
ん
と
。
夜
、
降
伏
調

印
を
並
地
奥
に
聴
く
。

午
、
増
淵
君
来
り
、
勝
衡
を
訪
ぬ
る
こ
と
の
状
を
報
ず
。
日
く
、
乞
う
、
明
日
午
下
、
人
を
し
て
今
日
提
出
す
る

伎
の
書
を
領
せ
し
め
よ
と
。
余
日
く
、
直
竹
（
担
）
に
命
ず
る
を
可
と
為
さ
ん
と
。
会
た
ま
子
清
来
る
。
伝
言
を
子
直
に
嘱
す
。
泰
子
、
近

日

晴
乍
ち
曇

藤
等
と
相
い
携
え
て
来
る
。
斉
氏
も
亦
た
来
る
。
子
清
将
に
去
ら
ん
と
し
て
一
千
六
百
金
を
乞
う
。
牛
の
値
な
り
。
且
つ
日
く
、
大
沢
大

尉
以
て
無
償
こ
そ
然
る
べ
し
と
為
す
と
。
水
沢
伍
長
来
る
。
平
野
中
佐
に
薦
め
て
此
の
金
を
求
め
し
む
。
事
急
に
し
て
、
今
日
得
て
之
を

領
せ
ん
と
せ
ば
、
乃
ち
銀
行
切
手
に
署
し
て
之
を
付
さ
ん
と
。
三
人
な
る
者
出
で
て
薯
を
盗
み
掘
る
。
二
集
、
大
沢
大
尉
と
相
語
り
、
高

遠藤隆育「漢文日記」について（上）

橋
隊
の
速
や
か
に
撤
去
せ
ん
こ
と
を
促
す
。
夕
、
泰
子
等
辞
去
す
。
斉
氏
泊
る
。
そ
の
多
弁
耳
を
聾
す
る
に
苦
し
む
。

昨
夜
、
腫
夢
に
醒
ま
さ
る
る
こ
と
数
し
ば
。
夢
に
忠
二
（
お
）
帰
り
来
る
。
衰
顔
痔
躯
、
衆
喜
び
て
抱
擁
す
。
余
も
亦
た
握

四
日

雨

手
し
て
そ
の
無
事
を
祝
う
。
醒
め
て
そ
の
死
せ
る
を
忘
る
る
な
り
。
平
（
山
）
生
来
る
。
命
じ
て
第
一
生
命
社
に
至
り
、
終
れ
ば
長
原
を

過
ぎ
て
薬
餌
を
購
わ
し
む
。
黒
信
に
命
じ
て
樹
を
六
小
廠
舎
の
傍
に
植
え
、
以
て
そ
の
観
を
美
に
せ
し
む
。
又
青
僚
に
命
じ
て
石
室
を
整

頓
せ
し
む
。
雨
に
濡
ら
さ
る
る
を
以
て
、
客
を
迎
う
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
調
月
氏
切
り
に
快
車
を
乞
う
も
至
ら
ず
。
午
下
、
鈍
目
見
る
。

午
後
、
津
田
沼
青
年
学
校
長
某
来
り
、
耕
地
を
借
ら
ん
こ
と
を
乞
う
。
某
は
刺
を
示
さ
ざ
れ
ば
氏
名
を
知
ら
ず
。
直
竹
豚
腐
教
学
課
を
訪

ぃ
、
帰
途
来
り
過
り
て
日
く
、
移
転
許
可
申
請
書
、
勝
は
文
部
省
に
移
さ
し
む
。
足
下
の
来
訪
を
煩
わ
さ
ず
と
。
直
竹
に
嘱
す
る
に
葉
書

き
三
種
を
以
て
す
。
同
に
残
す
。
辞
去
す
。
高
橋
部
隊
副
官
中
尉
氏
来
り
て
日
く
、
乞
う
、

一
週
日
を
延
ば
さ
ば
必
ず
移
ら
ん
。
余
白
く
、

朝
鮮
兵
の
為
に
講
演
せ
ん
。
氏
自
く
、
固
よ
り
希
む
伎
な
り
。
余
日
く
、
朝
鮮
兵
は
無
為
に
日
を
送
る
。
身
心
に
宜
し
か
ら
ず
。
そ
の
労

ー』ノ、



ノ、
四

力
を
借
る
を
得
る
や
如
何
。
氏
自
く
、
固
よ
り
可
な
り
。
乞
う
、
明
日
提
供
せ
ん
。
余
三
十
名
を
乞
い
、
氏
之
を
可
と
す
。
又
日
く
、
内

藤
主
計
少
尉
、

一
両
日
中
に
来
り
て
先
生
を
訪
れ
ん
。
請
う
之
と
相
い
諮
れ
と
。
余
日
く
、
諾
。
夕
、
平
（
山
）
生
帰
り
来
り
、
報
じ
て

日
く
、
明
日
復
た
往
き
、
以
て
事
を
湾
さ
ん
と
。

朝
、
黒
信
来
る
。
役
を
半
島
兵
に
命
じ
、
以
て
花
井
を
移
植
せ
し
む
。
信
日
く
、
彼
の
徒
帰
る
を
急
ぎ
、
台
刷
業
漫
々
、

役
し
難
し
。
余
日
く
、
若
し
用
に
就
か
ざ
れ
ば
之
を
解
散
す
る
の
み
。
寅
、
兵
集
合
す
。
乃
ち
訓
示
し
且
つ
労
に
服
せ
ん
こ
と
を
嘱
す
。

五
日

曇

徴
雨

石
井
修
三
来
る
。
乃
ち
之
に
告
ぐ
る
に
昨
日
の
事
を
以
て
す
。
辞
去
す
。
里
山
信
来
り
報
じ
、
作
業
の
一
段
落
を
告
ぐ
。
乃
ち
甘
薯
を
兵
等

に
与
え
之
を
労
す
。
田
博
士
の
子
義
堂
君
来
る
。
甘
薯
及
び
玉
萄
黍
を
与
え
て
之
を
去
ら
し
む
。
高
橋
隊
下
士
官
某
に
嘱
し
て
、
兵
を
し

て
轟
を
庫
裡
に
搬
ば
し
む
。
高
商
一
年
生
沼
木
某
来
り
、
入
寮
を
乞
う
。
平
（
山
）
生
帰
り
来
り
、
事
の
成
ら
ざ
る
を
報
ず
。
夜
、
斉
氏

辞
去
す
。
昨
日
、
議
会
開
会
。
陛
下
親
し
く
臨
み
勅
語
を
賜
り
て
日
く
云
々
。

六
日

曇

紅
敬
雲
際
に
見
ゆ
る
も
乍
ち
隠
る
。
小
山
只
雄
、
伍
長
を
以
て
解
除
さ
れ
来
り
訪
ね
見
ゆ
。
諸
種
の
好
物
、
砂
糖
、
味
噌
、

牛
曜
、
蜜
柑
曜
、
干
瓢
、
干
菓
、
澱
粉
、
皆
余
の
噌
む
所
、
厚
く
そ
の
盛
意
を
謝
す
。
子
瀧
来
り
、
時
間
割
表
を
示
す
。
余
略
ぼ
之
を
可

と
す
。
卓
を
共
に
し
て
午
食
す
。
子
清
来
る
。
先
に
去
り
て
日
く
、
九
一
部
隊
を
訪
ね
、
而
る
後
再
訪
す
ベ
し
。
平
（
山
）
生
自
ら
石
家

贋
瀬
米
次
郎
を
訪
ね
、
帰
り
て
日
く
、
石
家
は
十
二
三
日
を
以
て
来
る
と
。
内
藤
主
計
少
尉
来
り
、
借
上
料
及
び
撤
去
の
事
を
議
す
。
夜
、

村
農
、
森
内
氏
を
訪
ね
、
鰻
七
尾
を
領
し
て
帰
る
。
価
半
百
。
貴
し
と
難
も
手
に
し
難
き
の
物
、
謝
せ
ぎ
る
べ
か
ら
、
ず
。
森
内
氏
の
誠
意

な
り
。
只
雄
来
り
並
地
奥
を
調
整
す
。
二
機
と
も
に
善
く
受
信
す
。

七

日

曇

秋
冷
を
覚
ゆ
。
巾
櫛
人
目
く
、
鰻
飯
の
饗
す
べ
き
あ
り
。
只
雄
氏
如
何
と
。
余
日
く
、
可
。
乃
ち
招
請
し
共
に
饗
す
。
里
一

信
来
り
調
い
て
日
く
、
藷
を
掘
る
の
人
三
人
、
東
京
よ
り
来
る
も
、
軍
票
あ
る
や
否
や
を
知
ら
ず
と
。
余
日
く
、
之
を
検
せ
よ
と
。

八

日

曇

温
呈
七
十
二
度
、
雨
将
に
至
ら
ん
と
す
。
巾
櫛
人
船
橋
に
到
る
。
泰
子
、
松
本
友
子
、
相
回
、
近
藤
二
子
を
伴
い
て
来
り
、

藷
を
採
り
て
帰
る
。
樋
口
来
る
。
余
四
人
の
者
を
召
し
謂
い
て
日
く
、
友
子
の
母
淑
子
、
員
撃
慧
敏
、
婦
人
の
範
た
り
。
泰
子
は
別
ち
焦



f
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燥
度
を
失
し
、
殆
ど
印
哲
利
型
に
非
ず
。
唯
だ
之
を
論
さ
ば
則
ち
改
む
る
依
あ
り
、
以
て
次
と
な
す
べ
し
と
。
余
、
亨
（
ぎ
の
為
に
記
念

事
業
を
設
け
ん
と
欲
す
。
亨
は
神
と
為
る
。
所
以
に
法
名
を
詮
せ
ず
。
然
れ
ど
も
既
に
寺
に
葬
れ
ば
、
則
ち
戒
名
を
作
り
、
家
庭
に
て
之

を
祭
る
は
、
当
然
の
事
た
り
。
夫
れ
霊
枢
を
見
て
以
て
亨
の
在
り
と
為
し
て
之
を
葬
る
。
即
ち
生
人
を
葬
る
は
常
識
に
非
る
な
り
。
爾
等

以
て
如
何
と
為
す
や
云
々
。
竹
太
郎
（
ぎ
藷
を
措
い
て
行
る
。
森
内
氏
余
の
為
に
蟹
の
大
な
る
も
の
四
甲
及
び
鰯
の
小
十
数
尾
を
購
う
。

遠藤隆吉「漢文日記」について（上）

値
四
十
金
。
魅
架
沙
東
京
に
来
る
。
兵
の
進
、
駐
八
千
。

九
日
風
晴
日
曜
日
巾
櫛
人
花
匠
学
校
を
訪
う
。
平
（
山
）
生
来
り
、
藷
及
び
葱
を
掘
る
。
樋
口
竹
そ
の
妻
子
を
携
え
て
来
る
。

子
竹
、
機
械
を
費
し
、
大
砲
を
解
す
。
五
回
が
心
即
ち
郷
む
。
理
髪
匠
山
本
女
来
る
。
長
曽
氏
の
子
四
人
来
り
布
団
を
乞
う
。
六
枚
を
与
う
。

宮
本
夫
人
来
り
、
蜜
二
瓶
を
恵
す
。
愛
子
蛤
を
恵
す
。
乃
ち
船
橋
海
岸
に
て
獲
る
彼
。
平
（
山
）
生
、
石
井
氏
に
使
す
。
終
に
帰
ら
ず
。

十
日
曇
大
沢
大
尉
訪
ね
（
来
り
）
歓
語
す
。
会
た
ま
子
清
も
亦
た
来
り
、
相
い
見
て
映
然
た
り
。
終
に
置
酒
し
共
に
食
す
。
大
尉

辞
去
す
。
綿
貫
書
記
来
る
。
命
じ
て
工
を
助
け
し
む
。
書
記
将
に
婦
ら
ん
と
し
、
嘱
す
る
に
宮
本
夫
人
の
嘱
す
る
依
の
そ
の
子
三
中
入
学

の
事
を
以
て
、
増
淵
教
授
に
伝
言
す
。
此
の
日
塗
師
来
り
、
六
小
廠
舎
を
塗
る
。
余
そ
の
早
朝
に
業
に
就
く
を
賞
す
。

十
一
日
曇
冷
温
歪
七
十
二
度
。
石
井
君
来
る
。
余
そ
の
来
り
て
津
田
沼
に
住
む
を
促
す
。
公
文
書
七
八
通
を
出
示
し
、
裁
を
乞

い
辞
去
す
。
佐
藤
少
佐
夫
人
、
児
を
負
い
来
り
て
耕
地
を
乞
い
、
葡
萄
酒
二
瓶
を
恵
す
。
室
に
入
ら
ず
し
て
行
る
。
愛
子
、
清
子
と
来
り
、

鮮
魚
及
び
洋
醤
油
を
恵
す
。
子
繁
来
る
。
共
に
午
食
す
。
辞
去
す
。
夕
、
竹
太
郎
来
り
。
酢
を
恵
す
。
共
に
残
す
。
又
爵
を
舎
く
。
小
山

只
雄
来
り
、
明
日
将
に
前
橋
に
婦
ら
ん
と
す
。
舎
た
ま
育
子
も
亦
た
来
り
、
葡
萄
酒
を
饗
す
。
育
子
、
神
明
坊
の
邸
を
訪
ね
、
林
檎
及
び

栗
を
賓
す
。
夕
、
米
・
醤
・
味
噌
を
獲
。
余
そ
の
方
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
夜
、
睡
気
切
り
に
催
お
す
。
乃
ち
青
子
及
び
只
雄
に
謝
し
て
急

ぎ
寝
に
就
く
。

一
昨
日
物
を
唆
む
に
忽
然
と
し
て
下
歯
一
枚
を
盟
つ
。
痛
み
甚
し
く
し
て
な
お
己
ま
ず
。
又
女
人

に
命
じ
玉
萄
黍
粉
の
餅
を
作
ら
し
め
砂
糖
を
加
う
。
是
を
以
て
味
は
嘗
む
可
か
ら
ざ
る
に
非
ざ
る
も
、
麹
だ
消
化
し
難
し
。
余
の
下
痢
す

十
二
日

細
雨

温
蚤
七
十
二
度
。

六
五



六
六

る
は
是
れ
が
為
の
故
な
り
。
又
晴
る
。
英
文
学
科
表
を
作
る
。
終
日
来
訪
者
な
し
。
殊
に
金
頓
あ
り
、
栗
を
身
と
為
し
、
藷
を
衣
と
為
し
、

加
う
る
に
砂
糖
を
以
て
す
。
美
な
る
こ
と
言
う
べ
か
ら
ず
。

十
三
日
曇
涼
朝
、
陸
軍
少
佐
佐
藤
伯
君
訪
ね
（
来
る
）
。
余
未
だ
君
を
識
ら
ず
。
一
昨
日
夫
人
来
訪
し
、
葡
萄
酒
を
恵
し
、
耕

地
を
借
ら
ん
こ
と
を
乞
う
。
余
未
だ
決
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
今
日
来
訪
し
申
ね
て
そ
の
意
を
言
う
。
余
日
く
、
請
う
暫
〈
之
を
待

て
と
。
君
熔
砿
櫨
等
の
事
を
語
る
。
頗
る
余
が
心
を
惹
く
。
再
訪
を
約
し
て
行
る
。
坂
口
教
授
来
る
。
余
が
書
を
見
し
ゃ
否
や
を
問
う
。

日
く
、
未
だ
し
と
。
柳
井
教
授
も
亦
た
来
る
。
既
に
し
て
石
井
、
黒
田
二
子
来
る
。
石
井
子
日
く
、
今
日
教
授
は
皆
来
ら
ん
と
。
余
却
っ

て
忘
れ
た
り
。
増
淵
子
も
亦
た
至
る
。
余
英
文
学
科
表
を
示
し
、
相
い
論
議
す
。
午
、
卓
に
就
き
厨
を
啓
く
。
善
次
来
る
。
子
清
後
に
到

り
、
学
校
開
始
の
事
を
議
す
。
民
を
過
ぎ
散
去
す
。
夕
、
国
見
少
尉
来
る
。
平
（
山
）
生
車
匠
を
訪
い
、
繕
修
の
成
車
を
得
て
来
る
。
新

紙
東
条
某
の
自
殺
・
未
遂
を
報
ず
。
聞
く
者
皆
笑
う
。

十
四
日
晴
涼
温
釜
七
十
二
度
、
朝
、
佐
藤
少
佐
来
り
、
梯
下
品
の
事
、
亦
た
そ
の
方
式
を
語
り
て
行
る
。
夕
、
阪
口
教
授
馳
せ

来
り
、
英
文
学
科
表
を
訂
正
す
。
竹
太
郎
も
亦
た
来
り
、
藷
及
び
汁
を
供
し
て
以
て
残
に
代
う
。
此
の
目
、
小
高
君
来
る
。
余
そ
の
供
す

る
依
の
布
団
を
汚
識
せ
し
こ
と
を
謝
す
。
君
日
く
、
以
て
す
る
勿
れ
、
以
て
す
る
勿
れ
と
。
且
つ
回
く
、
先
生
甘
を
欲
す
る
か
と
。
余
日

あ

く
、
最
も
噌
む
伎
な
り
と
。
日
く
、
飴
之
を
手
に
す
る
或
ら
ば
、
請
う
之
を
献
ぜ
ん
と
。
余
日
く
、
味
噌
あ
り
や
否
や
。
余
が
家
之
を
欠

く
こ
と
数
十
日
、
困
苦
甚
し
と
。
君
日
く
、
之
を
得
る
こ
と
難
か
ら
ず
。
乞
う
暫
く
之
を
待
て
と
。
君
、
工
爾
太
数
纏
を
約
し
て
行
る
。

戦
争
犯
罪
者
連
行
さ
る
。
位
地
奥
、
橋
田
元
文
相
等
の
自
決
を
報
ず
。
何
の
故
か
を
知
ら
ず
。
増
淵
子
瀧
来
る
。
余
、
愛
子
・
巾
櫛
人
及
び
平

（
山
）
生
を
伴
い
て
、
境
域
を
視
、
廠
舎
に
入
る
。
子
清
も
亦
た
来
り
、
共
に
食
す
。
子
清
先
に
去
る
。
宮
本
夫
人
来
る
。
甘
藷
を
量
す
。

青
僚
を
し
て
之
を
掘
ら
し
む
。
夕
、
魚
山
生
端
書
を
持
ち
て
来
る
。
石
井
君
、
経
理
課
を
訪
う
。

雨
ふ
ら
ん
と
欲
し
て
雨
ふ
ら
ず
。
平
（
山
）
生
に
命
じ
て
、
英
文
領
収
書
、
学
科
表
等
を
騰
寝
版
に
す
。
竹
太
郎

十
五
日

晴

十
六
日

日
曜
日



来
り
て
臼
く
、
今
日
憧
二
人
、
工
爾
太
を
搬
び
来
る
。
藷
若
干
を
与
え
ん
こ
と
を
乞
う
。
余
日
く
、
宜
し
と
。
午
後
果
し
て
至
る
。
夕
、

辞
去
す
。
此
の
目
、
牝
鶏
始
め
て
卵
う
む
。
青
像
に
命
じ
て
道
標
を
作
り
明
日
に
備
え
し
む
。
又
黒
信
に
命
じ
て
標
札
を
吊
け
し
む
。

十
七
日
雨
ふ
ら
ん
と
欲
す
る
も
タ
に
は
則
ち
晴
る
。
石
井
君
生
徒
四
人
を
率
い
て
来
る
。
新
事
務
室
に
入
る
。
直
竹
来
る
。
綿
貫
も

や

亦
た
来
る
。
卒
業
生
四
五
名
来
り
、
教
養
の
労
を
謝
す
。
平
（
山
）
生
を
行
り
、
東
京
に
使
し
て
返
る
。
又
石
工
庚
瀬
米
次
郎
を
訪
ね
、

そ
の
不
信
を
責
む
。
米
次
郎
日
く
、
明
日
午
前
必
ず
訪
う
と
。
宮
本
夫
人
来
り
、
耀
詰
、
海
苔
、
佃
煮
及
び
糟
糠
を
恵
す
。
藷
を
呈
す
。

十
八
日

暴
風
戸
を
叩
き
瓦
を
飛
ば
す
。
雨
伴
わ
ず
。
平
（
山
）
生
東
京
に
使
す
る
も
風
を
以
て
の
故
に
巳
む
。
騰
寝
版
地
図
を
作
る
。

石
井
君
来
る
。
風
強
き
を
以
て
、
石
室
に
移
し
入
り
事
務
を
視
る
。
午
下
、
六
名
来
り
卒
業
を
謝
し
、
且
つ
別
れ
を
告
ぐ
。
停
電
、
位
地

奥
を
受
け
ず
。

気
象
台
の
天
気
諜
報
に
云
う
、
今
明
日
秋
審
れ
と
。
並
地
奥
報
じ
て
云
う
、
規
加
沙
朝
日
新
聞
社
に
命
じ
て
、
発
行
を

四
十
八
時
間
停
止
せ
し
む
。
そ
の
何
の
故
な
る
か
を
知
ら
ず
。
小
山
只
雄
前
橋
よ
り
来
り
、
平
松
姉
の
遺
る
依
の
二
十
世
記
梨
を
賓
す
。

十
九
日
、
晴

乃
ち
事
務
を
命
ず
。
此
の
目
、
石
壕
を
覆
う
屋
瓦
の
板
を
取
り
、
代
う
る
に
薄
板
を
以
て
す
。
将
に
以
て
卓
子
を
造
ら
ん
と
す
れ
ば
な
り
。
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青
像
之
に
主
た
り
、
只
雄
之
を
助
く
。
石
井
君
来
り
、
増
淵
君
も
亦
た
来
る
。
午
食
後
、
牛
車
を
御
し
て
、
習
志
野
学
校
に
到
り
、
材
料

廠
長
佐
藤
幼
少
佐
に
面
し
、
熔
砿
壇
を
視
る
。
余
そ
の
梯
下
げ
を
乞
う
。
君
日
く
、
既
に
上
司
の
旨
を
得
た
れ
ば
、
乞
う
早
く
来
れ
と
。

又
三
尖
台
（
お
三
基
を
恵
す
。
増
淵
君
種
油
一
瓶
を
贈
る
。
岡
本
子
直
来
る
。
余
将
に
家
を
辞
さ
ん
と
す
。
乃
ち
調
い
て
日
く
、
余
の
帰

去、

る
は
俄
か
ら
ず
、
藷
を
食
い
て
以
て
待
て
と
。
家
に
婦
ら
ば
既
に
行
る
。
子
瀧
に
命
じ
て
、
文
政
府
に
示
す
に
英
文
学
科
表
及
び
境
域
案

内
図
を
以
て
せ
し
む
。
子
瀧
日
く
、
今
よ
り
張
替
を
訪
ね
、
若
大
将
に
面
し
、
而
る
後
文
政
府
に
到
ら
ん
と
。
余
そ
の
少
時
を
危
ぶ
む
。

此
の
日
外
出
す
れ
ば
灼
け
る
が
如
く
、
内
に
入
ら
ば
涼
気
爽
然
た
り
。
真
に
所
謂
秋
晴
れ
の
候
な
り
。
夏
時
、
日
の
出
早
く
、
成
を
過
ぐ

れ
ば
別
ち
既
に
東
方
の
白
き
を
見
る
。
今
は
則
ち
後
る
る
こ
と
一
銭
。
タ
ベ
は
則
ち
寅
に
先
ち
て
日
没
す
。
今
は
則
ち
子
に
先
ち
て
既
に

没
す
。

一
日
の
長
短
の
差
三
銭
な
り
。

ノ、

七



六
八

雨
か
と
疑
え
ば
乍
ち
費
る
。
巾
櫛
人
、
船
橋
に
使
い
す
。
張
替
の
若
大
将
来
り
、
境
内
を
視
る
を
乞
う
。
之
を
可
と
す
。

卒
業
生
精
し
く
来
り
、
証
書
を
乞
う
。
石
井
君
来
る
。
善
次
来
る
。
坂
口
一
教
授
も
ま
た
来
る
。
須
田
馬
太
郎
、
樋
口
竹
太
郎
を
伴
い
て
来

る
。
会
た
ま
鈴
木
君
佐
市
将
に
辞
去
せ
ん
と
す
。
此
の
君
に
先
ん
じ
て
来
れ
る
な
り
。
余
命
じ
て
熔
砿
憧
を
視
せ
し
む
。
信
・
黒
を
し
て

道
び
き
て
佐
藤
少
佐
に
見
わ
し
め
、
以
て
壇
を
視
せ
し
む
。
君
既
に
帰
り
来
る
。
乃
ち
竹
太
郎
工
学
士
に
語
り
、
与
に
運
搬
法
を
謀
る
べ

か
た

し
と
。
舎
た
ま
竹
太
郎
至
る
。
好
機
再
び
す
べ
か
ら
ず
。
両
人
を
し
て
相
い
曙
ら
し
む
。
君
去
る
。
午
食
。
子
馬
等
牛
車
に
搭
じ
て
行
る
。

花
匠
森
内
女
史
来
る
。
白
隠
元
豆
を
恵
す
。
巾
櫛
人
を
し
て
競
莱
を
呈
せ
し
む
。
鈴
木
君
粉
乳
を
恵
す
。
夕
、
立
田
君
来
る
。
余
君
の
奉

職
す
る
こ
と
既
に
久
し
き
に
、
俸
給
亦
た
低
き
を
念
い
、
こ
れ
を
し
て
経
専
に
講
じ
て
以
て
之
を
益
き
し
め
ん
と
す
。
之
を
以
て
之
に
mm

る
に
、
君
固
辞
す
れ
ば
乃
ち
止
む
。
君
、
飴
を
作
る
の
約
あ
り
。
大
麦
及
び
藷
を
出
し
て
之
に
示
す
。
君
日
く
、
今
日
携
行
し
、
家
に
在

り
て
之
を
作
ら
ん
。
十
日
の
後
得
来
り
献
ず
れ
ば
則
ち
可
な
る
か
と
。
君
、
納
特
利
面
詰
二
耀
を
恵
す
。
村
上
加
都
女
、
蟹
数
甲
を
恵

二
十
日

朝

す

微
雨
平
（
山
）
生
を
長
原
に
使
い
し
、
薬
を
購
ぜ
し
む
。
昨
日
、
黒
田
直
竹
、
書
を
以
て
休
暇
を
乞
う
。
肺
患
を
以
て

静
養
を
要
す
る
な
り
。
朝
、
岡
本
子
直
、
郷
貫
よ
り
来
り
訪
う
。
昨
日
、
瑚
排
一
一
袋
を
恵
す
。
平
（
山
）
生
持
ち
来
り
余
に
示
す
。
曜
に

容
れ
て
之
を
存
す
。
泰
子
・
近
藤
等
来
る
。
子
清
来
る
。
泰
子
と
栢
い
曙
り
辞
去
す
。
民
を
過
ぎ
る
こ
と
半
誠
、
平
生
返
り
来
る
。
夕
、

樋
口
竹
太
郎
来
る
。
熔
砿
櫨
解
体
の
事
を
依
嘱
し
、
相
い
語
る
こ
と
一
鎖
。
辞
去
す
。
此
の
夜
、
高
橋
隊
炊
事
部
員
、
米
一
升
、
玉
萄
黍

粉
一
俵
、
高
梁
数
斗
及
び
醤
油
一
升
を
費
す
。
謝
を
言
う
。

二
十
一
日

朝
、
高
橋
隊
副
官
木
島
中
尉
及
び
軍
曹
某
相
携
え
て
来
り
、
永
き
留
ま
り
を
謝
し
、
且
つ
今
日
撤
退
す
る
旨
を
告
ぐ
。

談
話
久
し
く
し
て
辞
去
す
。
二
一
気
・
増
淵
子
瀧
日
く
、
唯
今
、
張
替
氏
宅
に
在
り
と
。
余
そ
の
速
や
か
に
来
り
見
ん
こ
と
を
促
す
。
食
後
、

子
瀧
来
る
。
石
井
氏
を
し
て
木
村
某
を
市
川
駅
頭
に
訪
ね
し
め
、
配
給
の
事
を
問
わ
し
む
。
塗
匠
、
検
闘
を
乞
う
。
乃
ち
巾
櫛
人
・
愛
子
・

一
巡
し
て
返
る
。
此
の
目
、
愛
子
組
魚
数
十
尾
を
恵
す
。
森
内
氏
も
亦
た
余
の
為
に
組
を
媒
す
。
岡
本
子
直
、

二
十
二
日

曇

清
子
を
携
え
て
出
で
て
見
、



遠藤隆吉「漢文日記」について（上）

生
徒
二
名
を
し
て
、
原
紙
及
び
藁
紙
を
遣
ら
し
む
。
二
生
将
に
婦
ら
ん
と
し
、
鈴
木
に
書
を
托
寄
す
。
午
後
、
巾
櫛
人
を
位
し
て
廠
舎
を

巡
視
し
、
家
に
帰
る
。

二
十
三
日

徴
雨
精
ゃ
く
甚
し
。
古
積
栄
来
り
、
久
潤
を
謝
す
。
竹
太
郎
も
亦
た
来
る
。
之
を
し
て
佐
藤
少
佐
を
訪
ね
し
む
。
頃
刻
に

し
て
帰
り
来
り
て
日
く
、
少
佐
は
不
在
、
夫
人
に
面
し
て
懇
ろ
に
明
朝
を
嘱
す
と
。
二
気
と
相
通
じ
、
卓
を
同
じ
く
す
。
爵
を
舎
き
て
相

ラ

ジ

オ

語
る
。
此
の
B
彼
岸
の
中
日
、
邦
俗
具
を
供
え
冥
福
を
祈
る
。
鮪
・
牡
丹
餅
・
赤
貝
あ
り
。
畢
り
て
挫
地
奥
を
聴
く
に
、
米
国
の
日
本
を

統
治
す
る
要
綱
云
々
を
伝
う
。
二
子
辞
去
す
。
塗
匠
功
を
竣
え
金
を
与
う
。

朝
、
高
橋
隊
副
長
官
、
兵
五
名
を
遣
わ
し
、
示
字
を
酒
掃
せ
し
む
。
五
名
な
る
者
怠
惰
に
し
て
事
を
事
と
せ
ず
。
乃

二
十
四
日

晴

ち
藷
を
取
り
て
こ
れ
を
卓
上
に
置
き
謂
い
て
日
く
、
畢
ら
ば
則
ち
之
を
食
え
と
。
五
名
な
る
者
勇
を
鼓
し
て
動
く
。
余
家
に
帰
る
。
柳
井

己
酉
朔
教
授
、
増
淵
教
授
皆
な
在
り
。
増
淵
氏
油
揚
げ
、
家
油
、
塩
、
卵
等
種
々
の
物
を
恵
す
。
同
に
午
食
す
。
子
清
、
張
替
若
大
将
を

道
ぴ
き
て
来
り
、
賄
い
の
事
を
議
す
。
既
に
し
て
若
大
将
辞
去
す
。
子
瀧
去
り
、
子
清
も
亦
た
去
る
。
坂
口
教
授
来
り
、
時
間
表
を
視
る
。

子
清
に
托
し
て
直
竹
に
伝
言
し
、
打
電
し
て
藤
井
教
授
を
招
致
す
。
又
余
が
意
を
古
積
子
栄
に
伝
え
、
以
て
そ
の
移
り
来
る
こ
と
を
促
す
。

亥
、
宅
間
生
、
無
花
果
一
画
を
持
ち
来
る
。
藷
を
与
え
て
以
て
之
に
謝
す
。
又
持
ち
来
ら
ん
こ
と
を
促
す
。
今
日
二
十
世
紀
梨
は
方
に
掲

き
、
無
花
果
之
に
代
る
。
ま
た
可
な
ら
ず
や
。
此
の
日
、
示
字
・
食
堂
を
巡
視
す
。
疲
れ
た
り
。

二
十
五
日
晴
昨
夜
胸
痛
み
て
嫁
ね
ら
れ
ず
。
辰
を
過
ぎ
る
こ
と
半
誠
、
下
痢
。
未
を
過
ぎ
て
復
た
下
痢
。
朝
、
童
寝
。
石
井
・
柳

井
・
増
淵
諸
子
来
る
。
立
回
教
諭
令
娘
を
註
し
て
来
る
。
鮭
纏
及
び
下
駄
の
緒
を
恵
す
。
竹
太
郎
来
る
。
佐
藤
少
佐
を
訪
ね
、
還
り
来
り

て
櫨
の
解
体
運
搬
法
を
議
す
。
揖
丹
氏
来
り
、
能
弁
に
し
て
大
い
に
震
の
徳
を
頒
し
て
亨
に
及
ぶ
。
竹
太
郎
先
き
に
辞
去
す
。
斉
氏
泊
る
。

子
瀧
、
子
己
亦
た
本
部
に
泊
る
。

柳
井
子
己
来
る
。
昨
夜
寮
生
の
泊
れ
る
者
五
十
一
名
と
。
子
瀧
来
り
て
今
日
の
行
事
を
議
す
。
鈴
木
佐
市
君
来
る
。

ね
が

告
ぐ
る
に
竹
太
郎
の
辰
を
過
ぎ
て
来
れ
る
を
以
て
、
君
の
事
を
待
つ
を
糞
ろ
と
。
君
辞
去
し
て
日
く
、
辰
を
過
ぎ
て
復
た
来
ら
ん
と
。
余

二
十
六
日

晴

ノ、
九
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境
内
を
一
巡
し
、
子
瀧
を
招
き
、
生
徒
を
集
め
て
酒
掃
運
搬
の
事
に
当
た
ら
し
め
、
且
つ
教
授
室
及
び
事
務
室
を
作
ら
し
む
。
子
栄
、
原

紙
印
刷
紙
を
費
す
。
生
徒
を
示
宇
（
主
に
集
め
訓
示
す
。
鈴
木
君
来
る
。
子
栄
を
し
て
竹
太
郎
の
習
志
野
学
校
に
在
る
に
迅
ぎ
行
き
て
舎

す
べ
き
の
事
を
告
げ
し
む
。
午
食
後
、
鈴
木
君
帰
り
来
る
。
二
生
に
命
じ
て
黒
板
を
塗
ら
し
む
。
夕
、
子
栄
、
子
竹
、
工
四
人
を
伴
い
て

来
る
。
四
名
を
労
し
て
藷
を
与
う
。
子
栄
、
子
竹
と
卓
を
同
じ
く
し
て
残
す
。
斉
氏
行
る
。
黒
、
卵
を
恵
す
。

雨
将
に
至
ら
ん
と
し
風
揺
る
。
朝
、
土
橋
某
を
召
し
て
戒
し
む
る
依
あ
り
。
此
の
目
、
当
に
修
身
第
一
章
を
講
ず
ベ

二
十
七
日

曇

き
な
り
。
寅
を
過
ぎ
る
こ
と
半
銭
。
示
字
に
入
り
生
徒
の
来
集
を
待
ち
、

一
札
し
、
然
る
後
講
話
す
。
畢
り
て
家
に
帰
る
。
正
秋
来
り
て

日
く
、
二
三
日
中
に
将
に
広
島
に
赴
か
ん
と
す
。
是
を
以
て
注
射
器
・
強
心
比
多
寒
古
等
（
ぎ
を
賢
し
、
且
つ
葡
萄
糖
を
注
射
し
、
急
ぎ

辞
去
す
。
竹
太
郎
来
り
て
日
く
、
汽
車
混
雑
し
、
是
を
以
て
後
る
と
。
直
ち
に
習
志
野
学
校
に
到
る
。
午
、
帰
り
来
り
同
に
食
す
。
調
停
勇

一
貫
勿
百
五
十
固
と
。
十
貫
勿
、
明
日
以
後
三
日
に
し
て
之

君
来
り
、
干
魚
用
あ
る
や
不
や
を
問
う
。
日
く
、
之
を
乞
う
と
。
君
日
く
、

を
費
さ
ん
と
。
又
日
く
、
先
生
鮪
を
好
め
る
か
と
。
余
日
く
二
三
年
来
索
め
て
得
ず
と
。
君
日
く
、
乞
う
之
を
索
め
ん
。
暫
く
之
を
待
て
、

之
を
待
て
と
。
柳
井
教
授
を
召
し
生
徒
十
人
を
集
め
、
甘
薯
を
掘
る
。
倫
黒
を
し
て
牛
車
を
借
ら
し
め
、
習
志
野
学
校
に
到
る
。
又
黒
信
・

青
僚
を
し
て
牛
車
を
御
し
て
、
板
数
枚
を
搬
び
て
同
校
に
到
ら
し
む
。
愛
子
二
子
を
挫
し
て
来
る
。
清
子
菓
子
を
制
し
て
以
て
遺
る
。
そ

の
味
言
う
べ
か
ら
ず
。
清
子
を
召
し
て
之
を
賞
す
。
清
子
一
厚
恥
し
て
他
を
言
う
。
石
工
羽
成
来
る
。
余
責
め
て
そ
の
業
を
続
成
せ
し
む
。

二
三
日
後
に
再
び
来
る
を
約
し
て
去
る
。
夕
、
竹
太
郎
、
工
四
人
に
命
じ
て
熔
砿
櫨
を
搬
び
、
返
り
て
日
く
、
借
る
所
の
牛
車
、
軸
屈
す
。

乃
ち
家
の
車
に
代
う
と
。
余
見
ん
と
欲
す
る
も
、
身
体
の
痔
な
る
を
慮
り
巴
む
。
四
人
な
る
者
に
食
を
撮
ら
し
む
。
亥
、
並
地
奥
の
報
ず

り
ん
ご

る
を
聴
く
に
、
至
上
渇
元
帥
（
ぎ
を
訪
ぬ
と
。
之
が
為
に
詰
然
た
り
。
宅
間
氏
の
子
来
り
、
卒
果
十
頼
を
恵
す
。
余
大
い
に
喜
び
、
藷
を

呈
し
て
そ
の
盛
意
に
謝
す
。
朝
、
土
橋
某
蓮
を
遺
る
。
余
の
噌
む
依
な
り
。
雨
至
る
。
気
象
台
の
諜
報
適
中
す
。
夜
、
工
四
人
、
火
熱
櫨

を
卸
す
。
功
を
卒
え
乃
ち
甘
藷
を
与
え
て
之
を
返
す
。
竹
と
同
に
食
す
。
竹
太
郎
、
四
人
の
者
の
聞
に
迷
う
を
虞
れ
、
懐
中
電
燈
を
手
に

し
て
以
て
之
を
送
る
。
頃
刻
に
し
て
返
り
来
り
て
日
く
、
珍
客
あ
り
珍
客
あ
り
と
。
見
れ
ば
則
ち
秋
山
俸
之
（
ω）
な
り
。
相
喜
び
同
に
食



し
相
い
悟
る
。
子
竹
先
き
に
去
り
、
子
俸
泳
浴
し
、
泊
る
。

二
十
八
日

風
雨
余
疲
れ
、
柳
井
教
授
を
し
て
代
議
せ
し
む
。
子
竹
来
る
。
健
之
と
卓
を
同
じ
く
し
て
午
食
す
。
巾
櫛
人
、
鮪
二
種

ち

ら

し

に

ぎ

り

一
は
則
ち
智
良
志
、
一
一
は
則
ち
握
。
組
こ
れ
に
加
う
。
組
は
子
竹
の
費
す
依
な
り
。
新
た
に
獲
た
れ
ば
跳
ば
ん
と
欲
す
。
味
極

め
て
佳
し
。
午
後
、
柳
井
教
授
、
佐
藤
少
佐
を
訪
い
、
図
書
排
下
の
事
を
問
う
。
帰
り
報
じ
て
日
く
、
主
任
は
福
永
実
主
計
少
佐
、
図
書

を
制
す
。

は
則
ち
大
い
に
見
る
べ
き
も
の
な
し
。
来
月
を
期
し
て
吾
往
き
て
領
せ
ん
と
。
俸
之
、
帰
り
て
以
て
辞
去
す
。
子
竹
送
り
て
大
久
保
閥
解
に

私
Y
B
T

至
る
。
平
生
眼
を
患
い
早
退
す
。
増
淵
・
柳
井
両
氏
を
招
き
て
、
著
及
び
鮪
を
亨
す
。
夕
、
子
栄
来
り
て
日
く
、

一
昨
日
帰
京
し
足
を
痛

む
。
昨
日
来
る
こ
と
克
わ
ず
と
。
叩
頭
陳
謝
す
。

先
批
の
命
日
。
比
者
、
寝
に
就
き
て
蚤
の
為
に
困
し
め
ら
る
。
因
り
て
以
て
先
枇
の
常
に
之
を
捕
う
を
憶
う
な
り
。
温
丞

二
十
九
日

六
十
六
度
。
昨
日
以
来
頓
に
冷
し
。
並
地
奥
報
じ
て
云
う
。
東
京
新
紙
某
事
を
掲
げ
、
官
は
発
買
を
禁
ず
。
政
合
軍
司
令
部
以
て
自
由
を

阻
む
と
為
し
、
吾
が
官
憲
を
責
め
、
厚
く
将
来
を
戒
む
と
。
竹
太
郎
来
り
て
火
熱
櫨
搬
了
の
事
を
告
ぐ
。
工
人
を
集
め
食
を
供
し
之
を
労

す
。
朝
、
二
年
生
の
為
に
講
学
す
。

遠藤隆吉「漢文日記」について（上）

秋
気
爽
然
た
る
も
忽
ち
雨
ふ
ら
ん
と
欲
す
。
日
曜
日
、
寮
生
外
出
す
。

授
之
を
率
う
。
書
の
蝦
名
大
尉
（
H
U

）
及
び
藤
井
学
士
よ
り
す
る
あ
り
。
返
書
を
作
り
て
各
々
之
に
寄
す
。
巾
櫛
人
往
き
て
花
を
森
内
氏
に

十
日

一
年
生
に
命
じ
て
畳
を
撤
し
又
芋
を
採
る
。
柳
井
教

学
ぶ
。
甘
藷
及
び
著
を
携
う
。
寮
監
室
に
至
り
柳
井
教
授
を
招
き
、
生
徒
の
在
寮
者
五
名
を
集
め
て
歓
曙
す
。
午
、
田
崎
博
士
、
長
子
を

携
え
て
来
り
、
干
鯵
を
恵
す
。
終
に
余
が
病
を
診
て
日
く
、
血
圧
精
や
日
卯
く
浮
腫
あ
り
。
須
く
塩
分
を
節
す
べ
し
と
。
成
に
垂
ん
と
し
て

辞
去
す
。
牛
車
に
搭
じ
、
家
を
大
久
保
坊
に
視
る
。
天
気
晴
朗
、
紅
白
沈
ま
ん
と
欲
し
、
雲
そ
の
央
を
帯
び
て
画
の
如
し
。
新
紙
株
元
帥

と
至
上
と
相
い
並
ん
で
立
つ
の
図
を
掲
ぐ
。
又
至
上
と
米
国
記
者
と
の
会
見
の
状
を
載
す
。

十
月
朔
月
曜
日

戸
を
押
せ
ば
濃
霧
に
し
て
渓
を
隔
つ
る
の
慮
を
弁
。
せ
ず
。
泰
子
、
近
藤
・
舎
田
二
生
を
註
し
て
来
る
。
甘
藷
・
干

麺
担
を
与
う
。
津
君
干
魚
及
び
鰻
・
飴
を
持
ち
て
来
る
。
鰻
と
鮪
と
は
、
余
の
君
に
濁
し
て
以
て
購
う
も
の
に
し
て
、
値
は
三
十
金
、
干

七
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魚
は
則
ち
二
千
金
。
君
の
余
の
属
を
以
て
販
う
も
の
な
り
。
君
日
く
、
干
魚
十
貫
、
今
日
一
貫
を
持
す
。
徐
八
九
貫
勿
は
船
橋
に
在
り
て

之
を
騨
及
び
近
人
に
托
せ
り
。
乞
う
人
を
選
び
て
僕
と
と
も
に
船
橋
に
赴
き
以
て
持
ち
帰
ら
ん
と
。
青
像
・
村
農
に
命
じ
て
、
と
と
も
に

往
か
し
む
。
森
内
氏
来
る
。
乃
ち
鰻
及
び
踏
を
割
か
ん
こ
と
を
蝿
す
。
石
井
君
修
三
、
東
京
に
使
い
し
て
よ
り
帰
る
。

一
瓶
の
酒
を
与
え

て
之
を
労
す
。
舎
回
生
、
母
氏
の
命
を
以
て
費
し
て
布
及
び
脱
脂
綿
を
恵
す
。
此
の
日
朝
、
二
年
の
為
に
社
会
学
を
会
議
す
。
又
研
究
科

生
の
為
に
学
問
の
要
を
講
ず
。
平
生
東
京
に
使
い
し
、
家
賃
を
集
む
。
途
、
船
橋
署
を
訪
ね
、
日
本
万
三
身
を
提
出
す
。

掲
示
し
て
生
徒
を
松
林
平
に
集
め
、
以
て
哲
学
を
講
習
す
。
光
子
命
日
、
余
の
生
誕
日
な
り
（
位
）
。
夕
、
赤
飯
を
炊

二
日

曇

朝

き
之
を
祝
う
。
愛
子
よ
く
此
の
日
を
知
る
。
故
に
鮮
魚
二
尾
を
費
し
て
以
て
賀
す
。
清
子
も
亦
た
来
る
。
干
麺
趨
十
袋
を
与
え
て
之
に
謝

す
。
柳
井
君
生
徒
の
為
に
国
語
を
講
ず
。
平
生
東
京
に
使
い
し
、
正
秋
を
帝
大
医
院
に
訪
い
、
薬
餌
及
び
前
橋
に
遺
る
依
の
物
を
領
し
て

来
る
。
此
の
日
子
瀧
当
直
。
招
請
し
て
卓
を
共
に
し
、
酒
を
進
む
。
舎
た
ま
竹
太
郎
来
り
、
鼎
坐
談
笑
す
。
既
に
し
て
皆
な
散
ず
。
前
橋

に
遺
る
依
の
葡
萄
及
び
無
花
果
、
惜
し
む
べ
し
無
花
果
は
み
な
腐
れ
り
。

朝
、
子
瀧
一
二
年
生
を
集
め
て
講
習
す
。
平
山
生
東
京
に
使
い
す
。
立
田
夫
人
来
り
、
麺
麹
及
び
辛
子
七
頼
を
恵
す
。
大

麦
を
乞
い
て
日
く
、
義
日
の
物
は
芽
を
発
せ
ず
、
飴
を
成
し
難
し
と
。
余
日
く
、
新
た
に
之
を
農
家
に
乞
い
て
後
献
ぜ
ん
と
。
車
同
僚
の
婦

を
し
て
倶
に
往
き
て
芋
を
採
ら
し
め
て
之
を
贈
る
。
午
後
、
宮
坂
・
近
来
、
林
檎
及
び
梨
子
を
恵
す
。
黒
信
を
し
て
芋
藷
を
佐
藤
少
佐
に

日

晴

遺
ら
し
め
、
且
つ
謂
わ
し
め
て
日
く
、
今
夜
樋
口
往
き
訪
ね
て
労
を
謝
す
と
。
夕
、
将
に
寝
ね
ん
と
し
、
竹
太
郎
来
り
、
夜
、
少
佐
を
訪

ろ
の
状
（
を
告
ぐ
）
。
平
生
婦
ら
ず
。
温
し
。

四
日

昨
夜
大
雨
至
り
、
朝
雷
鳴
家
を
揺
す
。
既
に
し
て
日
出
で
将
に
穿
れ
ん
と
す
る
が
如
し
。
祷
中
十
八
史
略
を
緩
き
、
完
老
い
て

勤
に
倦
む
の
句
を
看
る
。
字
の
有
無
を
閲
す
る
な
り
。
温
蚤
八
十
二
度
、
汗
の
発
す
る
を
覚
ゆ
る
な
り
。
朝
、
大
雨
。
生
徒
を
食
堂
に
集

め
講
習
す
。
柳
井
教
授
講
習
す
。
余
教
員
室
に
入
り
横
臥
す
。
石
井
・
綿
貫
二
子
来
る
。
午
後
津
田
沼
青
年
校
長
来
る
。
柳
井
教
授
を
召

し
、
生
徒
に
命
じ
て
寮
に
入
る
可
か
ら
ざ
ら
し
め
、
通
学
生
は
須
ら
く
控
室
に
入
る
べ
し
と
す
。
乃
ち
命
じ
て
生
徒
を
し
て
机
二
脚
を
搬



び
て
廠
舎
に
置
か
し
む
。
出
牛
君
来
り
て
日
く
、
明
日
以
後
、
服
務
せ
ん
と
。
午
後
、
晴
れ
ん
と
欲
し
て
終
に
穿
れ
ず
。
平
生
、
高
橋
隊

に
使
い
し
内
藤
少
尉
に
面
す
。
少
尉
固
く
、
七
日
に
来
り
謝
せ
ん
と
。
平
生
に
命
じ
土
に
刻
し
て
段
を
造
り
、
以
て
歩
行
に
便
に
す
。
此

の
朝
、
余
将
に
顕
倒
せ
ん
と
す
。
地
の
滑
る
を
以
て
な
り
。
夕
、
吉
村
生
を
召
し
、
寮
生
の
名
を
記
す
。
又
石
井
氏
に
命
じ
、
明
日
、
経

理
部
を
訪
ね
し
む
。
夕
、
愛
子
、
良
彦
を
伴
い
て
来
る
。
鰻
及
び
梨
を
遺
る
。
皆
な
佳
し
。

温
圭
六
十
六
度
。
俄
か
に
秋
冷
を
覚
ゆ
。
辰
、
気
温
愈
い
よ
降
る
。
風
亦
た
強
き
を
加
う
。
融
風
の
兆
あ
り
。
農
の
幸

八
、
髄
鈍
粉
を
貢
す
。
牛
肉
を
遺
る
。
雨
愈
い
よ
甚
し
。
近
来
、
餅
子
二
十
片
を
遺
る
。
そ
の
家
の
揚
く
依
に
し
て
、
余
の
噌
む
を
知
り

五
日

大
雨

て
持
ち
来
れ
る
な
り
。
子
瀧
栗
を
恵
す
。
夕
、
子
瀧
・
石
井
・
綿
貫
三
子
を
招
き
、
殺
を
共
に
し
、
爵
を
舎
く
。
皆
目
く
、
先
生
飲
を
解

せ
ず
し
て
、
人
を
会
す
る
を
解
す
、
亦
た
奇
な
ら
ず
や
と
。
雨
甚
し
。

石
井
子
に
命
じ
経
理
部
を
訪
い
、
排
下
の
事
を
間
わ
し
む
。
村
農
に
命
じ
、
三
星
産
業
の
倉
庫
を
訪
ね
、
工
爾
多
を
乞
う
。

庫
人
目
く
、
伝
票
な
け
れ
ば
不
可
と
。
則
ち
往
き
て
小
高
氏
を
神
因
坊
に
訪
ぬ
る
も
不
在
。
乃
ち
帰
る
。
朝
、
事
務
所
に
入
り
諸
所
を
膳

六
日

晴

遠藤隆吉「漢文日記」について（上）

修
す
。
加
藤
正
世
君
来
る
。
憧
の
保
阪
兵
役
よ
り
復
り
来
り
余
を
訪
う
。
之
に
調
い
て
日
く
、
爾
余
に
仕
え
る
に
意
な
き
ゃ
。
帰
り
て
之

を
父
兄
に
謀
ら
ず
や
と
。
藷
を
供
し
辞
去
す
。
森
内
氏
鰻
を
介
す
。
値
八
十
園
。
巾
櫛
人
目
く
、

一
昨
日
六
十
円
、
負
担
に
耐
え
ぢ
る
な

り
と
。
余
も
亦
た
之
を
然
り
と
す
。
且
つ
一
日
津
氏
鰻
及
び
飴
を
賢
し
、
四
日
愛
子
恵
す
。
僅
々
一
週
日
に
之
を
得
る
こ
と
四
回
、
奈
ぞ

過
多
な
る
や
。
余
以
て
然
り
と
為
す
。
夕
、
平
生
来
り
て
病
を
訴
う
。
余
白
く
、
迅
ぎ
帰
り
て
祷
に
臥
せ
と
。

快
晴

を
盗
む
者
を
戒
し
め
て
之
を
返
す
。

七
日

朝
、
出
牛
と
運
動
場
を
視
る
。
又
寮
生
を
し
て
芋
を
掘
ら
し
む
。
家
に
帰
る
。
午
後
再
び
出
て
て
聞
を
視
、
来
り
て
藷

一
人
を
招
き
之
を
戒
し
む
。
そ
の
徒
掘
り
て
巳
め
ず
。
長
曽
君
夫
妻
来
る
。
之
を
し
て
芋
を
掘
ら
し

む
。
苧
を
掘
る
の
生
徒
八
名
来
る
。
著
を
酌
み
藷
を
喫
す
。
長
な
る
者
言
う
、
村
生
切
り
に
哲
学
等
の
事
を
請
い
問
う
と
。
乃
ち
担
山
（
ぎ
・

黙
仙
（
岨
｝
及
び
神
等
の
事
を
話
す
。
散
去
す
。
樋
口
竹
太
郎
来
り
て
日
く
、
書
の
停
之
君
よ
り
あ
り
、
畳
の
用
に
耐
う
る
や
否
や
を
請
い

ご
ざ

問
う
と
。
余
日
く
、
爾
往
き
て
之
を
視
よ
。
余
の
視
る
所
を
以
て
す
る
に
表
藍
は
皆
破
れ
、
紙
を
貼
る
に
非
れ
ば
用
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り

七



七
四

と
。
子
竹
と
卓
を
同
じ
く
す
。
食
畢
る
も
土
木
び
若
を
畷
ら
ざ
る
に
戸
に
呼
ぶ
声
あ
り
。
巾
櫛
人
之
き
接
す
れ
ば
則
ち
高
橋
隊
の
主
計
軍
曹

某
々
二
人
、
建
物
質
を
梯
わ
ん
こ
と
を
請
い
て
日
く
云
云
。
余
日
く
、
理
に
非
ず
。
九
一
部
隊
は
月
に
三
千
五
百
園
を
梯
う
。
今
そ
の
半

ば
以
上
を
用
い
て
賃
す
れ
ば
則
ち
六
分
の
一
に
当
ら
ず
。
不
合
理
の
甚
し
き
も
の
な
り
。
受
諾
す
れ
ば
則
ち
九
一
部
隊
の
人
以
て
理
に
非

ず
と
為
さ
ん
と
。
拒
否
せ
ん
と
欲
す
。
二
人
弁
疏
し
、
固
く
乃
ち
之
を
領
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
田
崎
博
士
の
息
来
り
藷
を
乞
う
。
鍬
を
貸

し
之
を
掘
雨ら
のし
聾む
夢 υ

を技
驚地
か奥

て幣
塾原
則内
を閤
却の
輩成
す否

朝完
状
を
伝
う

八
日

一
二
年
生
の
為
に
英
文
の
生
々
碑
誌
（
ぎ
を
講
ず
。
行
き
て
事
務
局
を
視
る
。

石
井
氏
に
面
し
、
そ
の
東
京
司
管
区
経
理
部
を
訪
ね
し
状
を
聴
く
。
午
、
卓
上
に
粟
あ
り
。
秋
味
味
わ
う
ベ
し
。
午
後
疲
れ
床
に
横
た
う
。

又
出
で
て
塾
を
視
る
。
新
紙
伝
え
云
う
、
米
軍
、
神
道
の
国
教
た
る
を
禁
ず
と
。
夜
、
二
百
燭
光
を
塾
に
貸
す
。

九
日
光
東
方
よ
り
起
る
も
雲
乍
ち
之
を
蔽
う
。
天
も
亦
た
強
風
戸
を
叩
く
。
朝
、

一
二
年
生
の
為
に
生
々
碑
の
義
を
講
習
し
略
畢

る
。
宮
本
夫
人
来
り
、
糖
氷
少
し
許
を
恵
す
。
立
国
教
諭
夫
婦
来
り
、
海
苔
・
椎
茸
・
誌
を
恵
す
。
又
飴
一
瓶
は
余
の
嘱
し
て
以
て
制
せ

る
依
の
も
の
な
り
。
生
藷
二
百
勿
、
大
麦
一
合
に
し
て
得
る
依
三
十
瓦
云
云
。
今
朝
、
書
を
蝦
名
学
士
に
寄
す
。
北
海
道
に
在
り
。
図
ら

ざ
り
き
、
学
士
瓢
然
と
し
て
来
り
訪
ぬ
。
相
い
歓
ぶ
こ
と
甚
し
。
泊
ら
ん
こ
と
を
薦
む
。
乙
次
郎
来
り
、
斉
氏
の
遺
る
依
の
も
の
を
費
す
。

森
内
夫
人
来
る
。
大
雨
既
に
し
て
巳
む
。
乙
次
郎
去
り
、
夫
人
去
り
、
立
田
氏
夫
妻
も
亦
た
去
る
。
蝦
名
学
士
泊
る
。
学
士
楊
に
横
た
わ

り
蚊
張
を
張
ら
ず
。
余
独
り
之
を
張
る
。
そ
の
葉
集
襲
撃
を
恐
る
れ
ば
な
り
。
学
士
日
く
、
為
に
心
を
労
す
る
勿
れ
、
僕
海
軍
に
在
る
こ

と
三
年
、
楊
と
帳
な
き
と
に
慣
れ
た
り
。
心
を
労
す
る
勿
れ
、
心
を
労
す
る
勿
れ
と
。
会
た
ま
停
電
、
早
く
寝
ぬ
。

暁
に
何
鋪
か
を
問
う
。
蝦
生
懐
電
を
燭
ら
し
て
銭
経
を
視
て
回
く
、
方
に
亥
と
。
乃
ち
知
る
昨
夜
無
何
有
の
郷
に
入
る
は
経
十

十
日

一
二
年
の
為
に
蝦
名
学
土
を
し
て
講
習
せ
し
む
。
子
瀧
来
り
、

校
事
を
談
ず
。
午
後
子
瀧
去
り
、
子
賢
亦
た
去
る
。
日
く
、
十
五
日
再
び
来
り
、
講
演
せ
ん
と
。
綿
貫
書
記
を
召
び
、
そ
の
転
宅
を
促
す
。

銭
余
な
る
を
。
生
日
く
、
先
生
寝
に
就
く
や
、
府
聾
雷
の
如
し
と
。
朝
、

此
の
日
終
日
雨
。



又
漕
々
の
音
を
聞
き
眉
を
翫
む
。
諸
所
の
屋
漏
れ
朽
ち
ん
と
欲
す
。
書
を
作
り
山
本
初
男
・
穂
積
重
遠
・
沖
中
恒
幸
・
宮
津

俊
義
・
呉
主
恵
諸
氏
に
寄
す
。
朝
、
二
一
年
生
の
為
に
英
文
示
碑
を
講
習
す
。
柳
井
教
授
干
鯵
十
尾
を
恵
す
。
味
極
め
て
佳
。
教
授
来
り
、

見
え
て
厚
く
そ
の
意
を
謝
す
。
石
井
氏
を
招
き
梯
下
書
を
托
す
。
内
務
省
及
び
文
部
省
に
提
出
す
。
氏
自
く
、
明
日
東
京
に
赴
き
、
四
五

の
官
署
を
訪
い
、
因
り
て
こ
の
便
に
由
ら
ん
と
。
之
を
可
と
す
。
育
像
木
材
を
搬
ぴ
、
足
滑
り
肩
を
傷
つ
く
。
巾
櫛
人
を
し
て
鮪
を
造
ら

十
一
日

し
む
。
育
僚
の
婦
持
ち
て
以
て
平
生
の
病
を
問
う
。
義
目
、
習
志
野
学
校
の
人
、
庫
裏
の
蔵
書
を
寄
贈
せ
ん
こ
と
を
乞
う
。
柳
井
教
授
行

き
て
之
を
受
く
。
多
く
は
兵
法
書
、
余
命
じ
て
之
を
焼
か
し
む
。
今
日
教
授
を
招
き
、
申
ね
て
之
を
命
ず
。
此
の
日
終
日
雨
。
夕
、
石
井
・

柳
井
二
子
を
招
き
て
餐
を
共
に
す
。
麹
だ
恨
む
、
珍
味
の
嘗
す
べ
き
な
き
を
。
芋
味
噌
汁
、
椎
茸
、
誌
の
煮
物
。
食
後
棲
餅
あ
り
。
巾
櫛

人
制
す
。
二
子
賞
美
し
て
措
か
ず
。
置
酒
し
て
歓
曙
す
。

小
竹
渓
波
を
漂
わ
す
。
雨
水
検
温
し
、
競
莱
腐
朽
す
。
惜
し
む
べ
し
。
生
徒
に
作
文
を
試
み
、
而
る
後
作
業
に
就
く
。

柳
井
教
授
之
を
率
い
る
。
既
に
し
て
出
牛
君
来
る
。
そ
の
遅
き
を
責
む
。
午
後
事
務
局
を
視
る
。
又
塾
を
視
る
。
樋
口
竹
太
郎
来
る
。
明

日
生
徒
の
為
に
電
気
を
講
ぜ
ん
こ
と
を
嘱
す
。
共
に
残
す
。
夜
、
塾
の
一
年
生
を
示
字
に
集
め
、
礼
拝
静
坐
。
畢
れ
ば
環
坐
し
て
藷
を
供

十
二
日

快
晴

遠藤隆吉「漢文日記」について（上）

し
閑
談
す
。
竹
太
郎
も
亦
た
之
に
臨
む
。

十
三
日

濃
霧
照
尺
を
弁
ぜ
ず
。
乍
ち
葬
る
。
朝
、
二
年
生
の
為
に
社
会
学
を
講
じ
、
畢
る
。
樋
口
竹
太
郎
来
る
。
電
気
学
を
講
ぜ
ん

こ
と
を
嘱
す
。
之
を
道
び
き
て
示
宇
に
至
る
。

一
年
生
に
臨
み
て
之
を
介
す
。
丹
治
来
る
。
費
髪
超
々
然
と
し
て
病
久
し
き
者
の
如
し
。

日
く
、
今
は
富
山
に
在
り
。
友
人
知
己
少
く
、
心
に
寂
審
を
感
じ
、
東
京
に
来
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、
先
ず
食
料
事
情
を
察
す
る
な
り
と
。

余
日
く
、
配
給
制
は
、
遍
く
全
国
の
人
の
用
う
る
依
に
し
て
同
じ
か
ら
ざ
る
な
し
。
唯
だ
耕
と
不
耕
と
、
以
て
有
余
と
否
と
を
決
す
る
の

み
と
。
談
中
、
山
口
氏
に
移
去
を
告
げ
ん
こ
と
を
嘱
す
。
唯
々
と
し
て
辞
去
す
。
四
五
日
後
復
た
来
る
。
由
子
、
郷
貫
に
帰
る
。
出
牛
君
、

村
農
を
伴
い
て
、
耕
地
と
運
動
場
と
の
境
を
定
む
。
疲
る
。
舎
た
ま
佐
藤
少
佐
来
り
、
立
談
す
。
少
佐
は
余
の
為
に
火
熱
器
梯
下
の
事
を

済
す
。
読
み
て
印
を
求
む
。
明
日
之
を
貴
所
に
致
さ
ん
と
。
家
に
帰
れ
ば
、
佐
藤
良
智
来
る
。
喜
ぶ
こ
と
甚
し
。
余
之
に
謂
い
て
日
く
、

七
五
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先
白
書
を
蝦
名
生
に
北
海
道
に
寄
す
る
に
、
測
ら
ぎ
り
き
そ
の
日
忽
然
と
至
る
。
今
日
巾
櫛
人
去
り
、
間
髪
を
容
れ
ず
、
爾
の
至
れ
る
は

天
な
り
、
幸
な
る
哉
。
今
夜
泊
り
相
い
談
ぜ
ん
と
。
佐
生
、
余
が
身
を
按
摩
し
、
笑
い
て
日
く
、
四
年
先
生
に
接
せ
ず
、
按
ぜ
ず
摩
さ
ず
、

力
太
だ
表
う
。
恐
ら
く
は
意
に
副
わ
ざ
ら
ん
と
。
余
日
く
、
爾
兵
役
に
在
る
こ
と
三
年
、
力
を
余
す
こ
と
益
ま
す
大
な
ら
ん
と
。

十
四
日
晴
冷
し
。
昨
夜
蝶
ね
ら
れ
ず
数
し
ば
起
き
、
念
う
般
を
帖
に
記
す
。
朝
、
書
数
通
を
作
る
。
沖
中
教
授
・
城
田
清
明
・
坂

口
伸
六
郎
・
中
川
善
次
・
田
崎
勇
三
の
五
名
。
宛
名
を
為
り
、
嚢
す
。
佐
生
を
し
て
沖
中
氏
を
訪
い
返
書
を
乞
わ
し
む
。
舎
た
ま
平
生
来

る
。
田
崎
博
士
を
長
原
に
訪
ね
し
め
書
を
致
さ
し
む
。
又
市
川
薬
局
に
就
き
て
薬
剤
を
購
ぜ
し
む
。
又
城
田
・
中
川
・
坂
口
三
通
の
書
は
、

郵
に
托
し
て
配
達
謹
明
を
為
る
。
黒
倫
を
召
び
書
を
佐
藤
少
佐
に
致
さ
し
む
。
黒
信
、
卵
十
穎
を
費
す
。
出
牛
・
村
農
二
名
の
者
に
命
じ

地
を
副
さ
し
む
。
返
り
報
じ
て
日
く
、
三
尺
路
以
北
は
、
地
を
九
耕
地
に
副
し
て
始
め
て
明
ら
か
な
り
と
。
加
藤
正
世
君
来
り
藷
を
乞
う
。

余
日
く
、
何
ぞ
早
き
ゃ
、
余
未
だ
嚢
せ
ざ
る
な
り
と
。
日
く
、
昨
夜
市
川
駅
に
泊
り
て
以
て
来
る
。
配
給
な
き
に
苦
し
み
て
此
の
苦
行
を

為
す
と
。
余
道
び
き
て
芋
を
採
り
、
且
つ
日
く
、
藷
は
大
概
採
掘
さ
れ
了
れ
り
。
鍬
を
以
て
掘
る
こ
と
深
け
れ
ば
則
ち
得
ん
と
。
そ
の
一
一
一
口

の
如
く
す
。
宅
間
君
そ
の
子
を
し
て
、
封
筒
及
び
用
築
・
土
佐
紙
の
頗
る
風
流
な
る
を
贈
る
。
余
請
い
て
日
く
、
家
に
帰
ら
ば
篤
く
厳
君

に
謝
し
、
余
が
喜
ぶ
こ
と
の
状
を
伝
え
よ
。
麹
だ
憾
む
ら
く
は
甘
藷
既
に
採
掘
を
為
し
、
残
徐
少
く
、
鍬
を
以
て
之
を
採
ら
ば
、
或
い
は

獲
る
依
あ
ら
ん
、
か
と
。
そ
の
言
の
如
く
す
。
午
後
、
加
藤
君
辞
去
す
。
余
問
う
、
君
経
済
学
士
若
し
く
は
商
学
士
を
識
れ
る
や
と
。
日
く
、

僕
の
義
弟
、
上
回
辰
之
助
は
商
大
教
授
た
り
。
試
み
に
有
無
を
間
わ
ん
と
。
君
去
る
。
樋
口
一
竹
太
郎
来
り
、
組
・
調
停
蓄
及
び
清
子
の
制
す

る
菓
糖
を
恵
す
。
育
僚
を
伴
い
境
を
巡
り
図
を
作
る
。
残
は
竹
太
郎
と
同
に
す
。
畢
れ
ば
、
蝦
名
賢
造
来
る
。
之
に
竹
太
郎
を
介
す
。
且

つ
日
く
、
今
食
了
れ
り
、
更
に
食
う
べ
き
物
な
き
も
、
粥
一
杯
、
柳
か
以
て
飢
え
を
凌
が
ん
。
甘
藷
は
量
な
し
、
以
て
食
う
べ
し
と
。
佐

生
も
亦
た
来
る
。
余
飯
な
き
を
苦
し
む
。
青
僚
の
婦
日
く
、
飯
は
一
杯
に
満
た
ず
。
組
あ
り
蓋
を
副
え
、
之
に
藷
を
加
う
れ
ば
如
何
と
。

余
己
む
を
得
ず
と
為
し
て
日
く
、
可
な
り
と
。
二
生
泊
る
。
余
早
く
廉
ぬ
。
竹
太
郎
図
を
描
き
て
筆
を
措
か
ず
。
余
そ
の
帰
る
を
知
ら
ず
。

ち

り

晴
佐
生
昨
夜
知
利
紙
の
所
調
る
棲
紙
を
恵
す
。
余
深
く
之
を
徳
と
す
る
も
、
然
れ
ど
も
余
に
於
て
過
分
な
り
。
生
の
姉
氏

十
五
日



に
贈
る
依
と
す
。
蝦
生
飛
行
機
上
の
蛸
一
査
を
恵
す
。
日
く
、
そ
の
致
つ
も
の
或
ら
ん
と
。
余
そ
の
得
難
き
の
物
た
る
を
知
り
、
之
を
披

く
を
惜
し
み
、
蔵
し
て
以
て
巾
櫛
人
の
返
り
来
る
を
待
つ
。
朝
、
二
集
報
じ
て
云
う
、
米
国
、
神
道
を
禁
ず
と
。
而
も
吾
が
政
府
解
し
て

日
く
、
所
調
る
棋
な
る
も
の
は
避
け
、
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
神
社
の
参
拝
も
亦
た
禁
ず
べ
し
と
。
余
を
以
て
之
を
観
る
に
、
是
れ
ら
の
事
、
之

を
行
い
て
何
ぞ
不
可
な
る
。
祈
祷
と
参
拝
と
を
混
同
し
て
一
と
為
す
。
所
以
に
眼
明
を
飲
く
な
り
。
祈
祷
は
是
れ
宗
教
、
参
拝
は
是
れ
道

徳
な
り
。
米
国
は
宗
教
を
禁
ず
る
も
、
山
一
一
に
道
徳
を
禁
ぜ
ん
や
。
蝦
生
生
徒
の
為
に
経
済
学
を
講
ず
。
新
井
字
平
氏
訪
ね
て
日
く
、
昨
日

佐
倉
に
泊
り
、
今
京
に
帰
ら
ん
と
し
、
大
久
保
を
過
ぎ
り
て
先
生
を
訪
え
る
な
り
と
。
歓
談
之
を
久
し
く
し
て
辞
去
す
。
藍
木
少
尉
来
り
、

電
燈
費
を
排
わ
ん
こ
と
を
乞
う
。
余
日
く
、
当
に
之
を
高
橋
隊
に
乞
う
べ
き
な
り
と
。
午
後
、
阪
口
某
来
り
、
難
じ
て
日
く
、
足
下
の
学

を
宰
す
る
こ
と
今
の
如
く
な
れ
ば
、
則
ち
余
復
た
来
た
ら
ず
と
。
言
辞
不
遜
。
余
教
員
に
接
す
る
こ
と
数
十
年
、
未
だ
嘗
て
此
く
の
如
く

倣
慢
な
る
者
を
見
ざ
る
な
り
。
余
為
に
説
う
、
生
徒
未
だ
悉
く
は
来
ら
ず
、
教
員
未
だ
全
く
は
備
わ
ら
ず
。
暫
く
待
機
し
而
る
後
行
れ
と
。

某
首
肯
す
。
余
未
だ
嘗
て
此
く
の
如
き
暴
戻
な
る
者
を
見
ざ
る
な
り
。
某
去
る
。
余
出
で
て
廠
を
視
、
家
に
帰
る
。
山
本
初
男
訪
ね
（
来

る
）
。
是
れ
よ
り
先
き
二
女
人
来
り
て
職
を
乞
う
。
二
一
一
一
日
後
を
約
し
、
書
を
与
え
て
之
を
去
ら
し
む
。
夕
、
二
年
の
塾
生
を
集
め
て
、

遠藤隆吉「漢文日記」について（上）

小
倉
す
。

十
六
日

朝
、
生
徒
の
為
に
神
道
及
び
日
本
人
の
心
を
用
う
べ
き
法
を
講
ず
。
又
生
徒
に
命

じ
て
畳
を
搬
び
、
又
九
を
搬
ば
し
む
。
佐
生
を
し
て
壕
屋
に
干
物
台
を
造
ら
し
む
。
塁
一
信
来
り
、
頗
る
言
あ
り
、
余
笑
い
て
之
を
退
ぞ
く
。

二
年
生
の
為
に
社
曾
学
を
講
ず
。
家
に
帰
れ
ば
愛
子
来
る
。
鰻
を
鎮
る
。
客
の
坐
し
て
椅
子
に
縁
る
あ
り
。
女
人
刺
を
持
ち
て
来
る
。
日

昨
夜
媒
ね
ず
。
吾
が
頭
等
々
た
り
。
晴

高
君
、
英
語
の
人
、
矢
島
正
治
君
を
介
す
る
な
り
。
君
曙
々
と
し
て
壷
く
さ
ず
。
蝿
し
て
講
師
と
為
し
、
研
究
科
生
の
為
に
英
文
学
を
講

し
ば
ら

ぜ
し
む
。
愛
子
と
話
し
、
噴
く
し
て
辞
去
す
。
増
淵
子
瀧
来
り
て
日
く
、
今
夜
宿
直
し
、
明
日
帰
ら
ん
と
。
余
之
を
難
じ
て
回
く
、
十
八

い

か

ん

し

か

ら

ぎ

日
の
業
を
奈
せ
ん
。
留
り
て
之
を
講
ぜ
ん
こ
と
を
乞
う
。
不
れ
ば
則
ち
余
一
人
、
何
ぞ
能
く
之
を
講
ぜ
ん
や
と
。
子
瀧
之
に
従
う
。
佐
生

辞
去
す
。
夕
、
子
栄
、
紙
を
搬
び
て
来
る
。
爵
を
舎
き
て
之
を
労
す
。
甚
し
き
哉
青
僚
の
愚
な
る
、
今
日
海
神
邸
に
使
い
せ
し
む
る
に
、

七
七



七
／＼、

返
り
報
じ
て
日
く
、
行
き
て
今
帰
れ
り
。
余
日
く
、
主
人
何
を
か
言
え
る
。
日
く
、
行
か
ざ
る
な
り
。
大
久
保
騨
に
至
れ
ば
符
を
販
ら
ず
。

己
む
を
得
ず
帰
り
来
れ
り
と
。
そ
の
言
を
知
ら
ざ
る
こ
と
、
偶
れ
む
べ
き
な
り
。

（
1
）
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
一
一
一
月
の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
、
遠
藤
隆
吉
の
巣
鴨
学
園
は
、
中
学
校
・
商
業
学
校
・
経
済
専
門
学
校
の
す
べ
て
が
灰

燈
に
帰
し
た
。
学
園
の
再
建
が
当
面
の
急
務
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
遠
藤
は
病
気
療
養
の
た
め
千
葉
県
津
田
沼
に
居
を
移
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は

遠
藤
が
私
費
を
投
じ
て
買
い
い
れ
た
五
・
六
万
坪
と
い
わ
れ
る
土
地
が
あ
り
、
か
れ
の
哲
学
で
あ
る
「
生
生
示
字
」
の
道
場
や
教
室
が
建
て
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
広
大
な
土
地
は
都
内
の
諸
学
校
の
共
同
練
兵
場
に
も
使
用
さ
れ
、
学
生
た
ち
の
宿
泊
施
設
・
食
堂
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。
終
戦
前

後
に
は
こ
の
教
室
に
軍
隊
も
駐
留
し
て
い
た
。
食
料
不
足
の
折
り
、
空
地
は
耕
や
さ
れ
食
べ
も
の
が
栽
培
さ
れ
た
が
、
こ
の
土
地
は
荒
れ
地
で
、

サ
ツ
マ
芋
と
西
瓜
だ
け
が
よ
く
で
き
た
と
い
う
。

（
2
）
ル
ビ
及
び
（
）
の
内
は
筆
者
の
補
入
に
よ
る
。
ま
た
明
ら
か
な
誤
字
は
訂
正
し
た
。

（

3
）
四
男

（
4
）
不
明

（
5
）
四
女

（
6
）
姓
氏
不
明
。
津
田
沼
の
広
大
な
土
地
及
び
軍
隊
や
練
兵
場
関
係
の
事
務
を
司
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）
隆
吉
夫
人
な
つ
を
い
う
。

（
8
）
長
女
光
子
の
法
名
。
一
九
二
五
年
残
。

（
9
）
増
淵
漉
重
。
経
専
教
授
。
学
園
の
参
事
。

（
日
）
小
川
清
太
郎
。
経
専
教
授
。
法
律
学
専
攻
。

（
日
）
大
越
正
秋
。
隆
吉
の
姪
の
子
。
の
ち
東
海
大
医
学
部
教
授
。

（
ロ
）
田
崎
勇
三
博
士
。
巣
鴨
学
園
が
癌
研
に
近
く
、
遠
藤
家
と
も
個
人
的
に
親
密
で
あ
っ
た
。

（
U
）
不
明

（
M
）
銭
の
異
名



（
日
）
張
替
家
は
津
田
沼
で
酒
及
び
食
品
の
店
を
経
営
し
、
同
時
に
土
地
の
顔
利
き
で
も
あ
っ
て
、
遠
藤
の
こ
の
地
の
土
地
購
入
に
際
し
て
便
宜
を
与
え

た
と
い
う
。
後
出
の
「
若
大
将
」
と
あ
る
の
と
同
一
人
か
ど
う
か
は
不
明
。

（
時
）
前
橋
は
八
月
五
日
に
空
襲
を
う
け
る
が
、
生
家
の
神
明
町
方
面
は
災
禍
を
免
れ
る
。

（
げ
）
岡
本
直
次
郎
。
経
専
教
授
。
英
語
。

（
問
）
八
月
九
日
の
満
州
方
面
に
お
け
る
ソ
ビ
エ
ト
参
戦
を
い
う
。

（m
U

）
津
田
沼
の
用
地
内
に
駐
留
す
る
部
隊
。
米
軍
の
東
京
湾
上
陸
に
備
え
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
初
）
遠
藤
の
「
生
身
示
字
」
と
呼
ば
れ
る
生
々
主
義
の
哲
学
思
想
に
基
づ
い
て
建
て
ら
れ
た
修
練
道
場
。

（
幻
）
大
正
二
年
残
。
一
一
一
才

（
辺
）
八
十
八
は
米
の
こ
と
、
米
作
農
家
を
指
す
。

（
幻
）
長
男
謙
吉
。
昭
和
十
一
年
以
来
、
隆
士
口
は
巣
鴨
学
園
総
裁
に
、
謙
士
ロ
は
中
学
・
商
業
学
校
長
に
就
任
し
て
い
た
。

（
M
）
巣
鴨
か
ら
津
田
沼
へ
の
経
専
移
転
を
い
う
。
九
月
に
移
転
。

（
お
）
巣
鴨
高
商
は
、
昭
和
十
九
年
の
学
制
改
革
に
よ
り
巣
鴨
経
済
専
門
学
校
と
改
称
す
る
。

（
お
）
恐
ら
く
大
越
正
秋
の
誤
で
あ
ろ
う
。

（
幻
）
通
称
で
あ
ろ
う
。
中
に
韓
国
人
を
含
む
部
隊
の
謂
で
あ
ろ
う
。

（
お
）
青
僚
の
誤
。

（mm
）
経
専
教
授
。
国
語
担
当
。

（
ω）
医
薬
品
で
あ
ろ
う
が
、
口
問
名
は
不
明
。

（
泊
）
黒
田
直
竹
。
経
専
の
校
長
事
務
取
扱
。

（
認
）
不
明
。

（
お
）
三
男
。
昭
和
十
六
年
三
月
戦
死
。
中
尉
。

（
災
）
樋
口
竹
太
郎
。
電
気
学
を
専
攻
。

（
お
）
不
明

（
お
）
ナ
ト
リ
ュ

l
ム
の
謂
か
。

（
U
）
前
出
。
注
（
初
）
参
照
。
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八．
0 

（
お
）
不
明
。

（mm
）
八
月
三
十
日
は
株
、
九
月
八
日
は
魅
と
表
記
。
い
ず
れ
も
マ
ッ
カ
l
サ
i
元
帥
の
こ
と
。

（
ω）
不
明

（H
U

）
蝦
名
賢
三
。
巣
鴨
中
学
校
か
ら
浦
和
高
校
・
東
大
経
済
学
部
卒
。
巣
鴨
経
専
教
授
、
北
大
教
育
学
部
講
師
等
を
へ
て
独
協
大
学
教
授
。
著
書
に

『
遠
藤
隆
士
口
伝
｜
｜
巣
園
の
父
、
そ
の
思
想
と
生
涯
』
（
西
田
書
店
・
平
成
元
年
）
が
あ
る
。

（
位
）
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
、
遠
藤
千
次
郎
・
は
る
の
長
男
と
し
て
、
前
橋
市
神
明
町
六
一
に
生
ま
れ
る
。

（
必
）
不
明

（
必
）
不
明

（
必
）
遠
藤
の
哲
学
は
生
々
主
義
で
あ
る
。
こ
れ
を
パ
ン
タ
ラ
イ
、
万
物
流
転
と
捉
え
、
そ
の
法
則
に
の
っ
と
っ
て
人
は
生
き
る
べ
き
だ
と
し
、
こ
れ
を

英
文
で
解
説
し
、
碑
に
彫
り
つ
け
、
津
田
沼
の
「
生
々
示
宇
」
の
修
練
道
場
の
傍
に
建
立
し
た
。

（
以
下
次
号
）


